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出版年 編作者/訳者 題名/書名 刊行形態 収録本/掲載誌/出版社
1869 フラセル、作楽戸痴鶯訳 『西洋英傑伝 二編上 仏郎西国女傑如

安之伝』
単行本 英蘭堂

1873 平井正他編 「如安男姿」 単行本の一部 『世界蒙求　前編』青藜閣
1873 関吉孝訳 「仏蘭西の勇女ジヨアンの伝」 単行本の一部 『各国英智史略』宝集堂
1874 村田尚江編 「仏国如安達安克の事」 単行本の一部 『世界智計談 中』金松堂
1874 瓜生政和編 「仏蘭西如安達克の話」 単行本の一部 『和洋合才袋 前集 坤』
1874 師範学校編 なし 単行本の一部 『万国史略 巻之二』文部省
1875 西村茂樹編 なし 単行本の一部 『校正万国史略 巻之六』
1875 田中耕造訳 なし 単行本の一部 『仏国史略 巻之三』文部省
1878 高橋二郎訳 なし 単行本の一部 『法蘭西志 巻四』露月楼
1883 松村操 『女侠全伝科戸風』 単行本 開成堂
1884 クリシィ、吉村喜一編 「紀元後一千四百二十九年若安阿亜爾

英軍ヲ阿里安ニ敗ル」
単行本の一部 『万国有名戦記 乾』陸軍文庫

1884 山賀新太郎他 「若安頸疵」 単行本の一部 『東西蒙求 巻之二』団々社
1884 粟屋関一訳述 『回天偉蹟 仏国美談』 単行本 小笠原書房
1884- 山下石翁 「列伝 女傑アークの伝」 雑誌連載 『女学新誌』第12-16号
1885 山田久作 「如安。達爾克功名ノ事」 単行本の一部 『記事論文小説種本』自由閣
1886 朝倉禾積編 『自由の新花 仏国女傑如安実伝』 単行本 丁卯堂
1887 渡辺虎太郎編 「ジヤンヌ、ダルク伝」 単行本の一部 『泰西名士蓋世偉談』東雲堂
1887 西村茂樹 「若安達亜克」 単行本の一部 『婦女鑑 四』宮内省
1889 無署名 「ヂヤンデアークの伝」 雑誌連載 『日本之女学』第16-18号
1890 山本新吉 「豪傑婦人如安達克の伝」 単行本の一部 『新作滑稽 楽しみ草紙』

上田屋榮三郎
1890 坪谷善四郎 「女傑ジヨアンダークの偉勲」 単行本の一部 『仏蘭西史』博文館
1890 江連松花 「女傑ジヨアンダーク伝」 雑誌掲載 『頴才新誌』第683号
1890 クリーシー 「烈女約翰疴尓良之勝利」 単行本の一部 『泰西十五大決戦史』吉川半七
1891 伊東武彦編訳 「[仏国]ジヤン、ダルク女。オルレア

ンの処女(むすめ)」
単行本の一部 『悲憤壮烈 才女列伝』三省社

1892 無署名 「ジヨアンダークの伝」 雑誌連載 『少年園』第89，91号
1892 佐藤益太郎 「如安達亜克愛国ノ事」 単行本の一部 『正学要領 上』佐藤益太郎
1892 渋江保編 「ジヤン、ダーク」 単行本の一部 『泰西婦女亀鑑』博文館
1895 宮崎湖処子 「オルレアンの少女」 雑誌連載 『家庭雑誌』第53-55号
1897 岳仙臾 「如安達克」 雑誌掲載 『少国民』第9年25号
1898 高山林次郎 「ジャンヌ、ダルク」 雑誌掲載 『少年世界』第4巻27号
1898 宮崎湖処子 「オルレアンの少女」 単行本の一部 『世界古今名婦鑑』民友社
1898 瀬川さわ子 「若安達亜克」 単行本の一部 『名女伝』東陽堂
1898 桜川生 「ジヤンダークの逸事」 雑誌掲載 『家庭雑誌』第115号
1899 無署名 「ジアンダーク嬢の伝」 雑誌連載 『日本弘道会叢記』第91，93号
1900 隅谷巳三郎編 「ジアン、ダーク」 単行本の一部 『東西名婦の面影』開拓社
1901 中内蝶二 「惹安達克」 雑誌連載 『女学世界』第2-3号
1901 中内蝶二 『惹安達克』 単行本 博文館（世界歴史譚 第32編）
1901 勁林園主人 「ジヤンダーク嬢の一節」 雑誌連載 『女子之友』第85-86号
1901 勁林園編 『ジヤンダーク』 単行本 東洋社（西洋傑婦伝 第1編）
1901 シルレル、M.S.S訳 「オルレアンのをとめ」 雑誌連載 『こころの華』第4巻4号-第5巻2号
1902 静子訳 「女傑ジヨアンの伝」 雑誌連載 『兵事雑誌』第7年14-20号
1902 岩崎徂堂他 「如安打克嬢」 単行本の一部 『世界十二女傑』広文堂
1902 村上濁浪編 「世界一烈婦　ジヤンダーク」 単行本の一部 『世界第一譚』大学館
1902 下田歌子 「ジヨアンダーク（仏蘭西）」 単行本の一部 『外国少女鑑』博文館
1903 シルレル、藤沢古雪訳 『悲劇　オルレアンの少女(をとめ)』 単行本 冨山房
1906 無署名 「ジヤンダーク」 単行本の一部 『女性宝鑑』有信堂
1906 伊藤銀月 「仏王国を再建せし少女」 単行本の一部 『世界女性史』隆文館
1906 若葉女史 「ジヤン、ダーク」 雑誌連載 『好学雑誌』第32-34号
1908 田村全宣 「ジヤンダーク」 単行本の一部 『人生と健闘』博文館
1909 前田長太 「ジヤンヌ、ダルク」 単行本の一部 『世界武将伝少年史談』博文館
1909 無署名 「ジヤンダーク列聖式」 雑誌掲載 『少年世界』第15巻10号
1909 木村鷹太郎 「オルレアンの少女及びサラゴツサの少女」単行本の一部 日吉丸書房『東西古今娘子軍』
1910 リギヨール 『ジヤンダーク』 単行本 教学研鑽和仏協会
1910 金港堂書籍株式会社編集部 「ジヤンダーク」 単行本の一部 『少女鑑』金港堂
1911 丘の人 『家庭小説　勇しき少女』 単行本 岡村書店
1912 無署名 「ジヤンヌ、ダルク」 単行本の一部 『世界名臣伝』博文館
1912 長橋大河 「聖女ジヤンヌダーク」 雑誌掲載 『世界之日本』第3巻6号
1912 鈴屋花子 「女の乃木大将オルレアンの少女」 雑誌掲載 『少女の友』第5巻13号

（出典） ①高山一彦「明治日本におけるジャンヌ文献」『図録　ジャンヌ・ダルク展』，1982年。②渡邊洋子「明治におけるジャ
ンヌ・ダルク」『独文学報』第14号，1998年。③高山一彦『ジャンヌ・ダルク』岩波新書，2005年。④国立国会図書館
オンライン https://ndlonline.ndl.go.jp/（2018年9月25日アクセス）。　⑤国立国会図書館東京本館、日本近代文学館で
の資料調査（2018年9月20-22日）。

（表）明治期に出版されたジャンヌ・ダルクの記事，単行本（1868（明治元）年～1912（明治45・大正元）年）

明治時代初期の児童向け読み物におけるジャンヌ・ダルクの表象
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出版年 編作者/訳者 題名/書名 刊行形態 収録本/掲載誌/出版社
1869 フラセル、作楽戸痴鶯訳 『西洋英傑伝 二編上 仏郎西国女傑如

安之伝』
単行本 英蘭堂

1873 平井正他編 「如安男姿」 単行本の一部 『世界蒙求　前編』青藜閣
1873 関吉孝訳 「仏蘭西の勇女ジヨアンの伝」 単行本の一部 『各国英智史略』宝集堂
1874 村田尚江編 「仏国如安達安克の事」 単行本の一部 『世界智計談 中』金松堂
1874 瓜生政和編 「仏蘭西如安達克の話」 単行本の一部 『和洋合才袋 前集 坤』
1874 師範学校編 なし 単行本の一部 『万国史略 巻之二』文部省
1875 西村茂樹編 なし 単行本の一部 『校正万国史略 巻之六』
1875 田中耕造訳 なし 単行本の一部 『仏国史略 巻之三』文部省
1878 高橋二郎訳 なし 単行本の一部 『法蘭西志 巻四』露月楼
1883 松村操 『女侠全伝科戸風』 単行本 開成堂
1884 クリシィ、吉村喜一編 「紀元後一千四百二十九年若安阿亜爾

英軍ヲ阿里安ニ敗ル」
単行本の一部 『万国有名戦記 乾』陸軍文庫

1884 山賀新太郎他 「若安頸疵」 単行本の一部 『東西蒙求 巻之二』団々社
1884 粟屋関一訳述 『回天偉蹟 仏国美談』 単行本 小笠原書房
1884- 山下石翁 「列伝 女傑アークの伝」 雑誌連載 『女学新誌』第12-16号
1885 山田久作 「如安。達爾克功名ノ事」 単行本の一部 『記事論文小説種本』自由閣
1886 朝倉禾積編 『自由の新花 仏国女傑如安実伝』 単行本 丁卯堂
1887 渡辺虎太郎編 「ジヤンヌ、ダルク伝」 単行本の一部 『泰西名士蓋世偉談』東雲堂
1887 西村茂樹 「若安達亜克」 単行本の一部 『婦女鑑 四』宮内省
1889 無署名 「ヂヤンデアークの伝」 雑誌連載 『日本之女学』第16-18号
1890 山本新吉 「豪傑婦人如安達克の伝」 単行本の一部 『新作滑稽 楽しみ草紙』

上田屋榮三郎
1890 坪谷善四郎 「女傑ジヨアンダークの偉勲」 単行本の一部 『仏蘭西史』博文館
1890 江連松花 「女傑ジヨアンダーク伝」 雑誌掲載 『頴才新誌』第683号
1890 クリーシー 「烈女約翰疴尓良之勝利」 単行本の一部 『泰西十五大決戦史』吉川半七
1891 伊東武彦編訳 「[仏国]ジヤン、ダルク女。オルレア

ンの処女(むすめ)」
単行本の一部 『悲憤壮烈 才女列伝』三省社

1892 無署名 「ジヨアンダークの伝」 雑誌連載 『少年園』第89，91号
1892 佐藤益太郎 「如安達亜克愛国ノ事」 単行本の一部 『正学要領 上』佐藤益太郎
1892 渋江保編 「ジヤン、ダーク」 単行本の一部 『泰西婦女亀鑑』博文館
1895 宮崎湖処子 「オルレアンの少女」 雑誌連載 『家庭雑誌』第53-55号
1897 岳仙臾 「如安達克」 雑誌掲載 『少国民』第9年25号
1898 高山林次郎 「ジャンヌ、ダルク」 雑誌掲載 『少年世界』第4巻27号
1898 宮崎湖処子 「オルレアンの少女」 単行本の一部 『世界古今名婦鑑』民友社
1898 瀬川さわ子 「若安達亜克」 単行本の一部 『名女伝』東陽堂
1898 桜川生 「ジヤンダークの逸事」 雑誌掲載 『家庭雑誌』第115号
1899 無署名 「ジアンダーク嬢の伝」 雑誌連載 『日本弘道会叢記』第91，93号
1900 隅谷巳三郎編 「ジアン、ダーク」 単行本の一部 『東西名婦の面影』開拓社
1901 中内蝶二 「惹安達克」 雑誌連載 『女学世界』第2-3号
1901 中内蝶二 『惹安達克』 単行本 博文館（世界歴史譚 第32編）
1901 勁林園主人 「ジヤンダーク嬢の一節」 雑誌連載 『女子之友』第85-86号
1901 勁林園編 『ジヤンダーク』 単行本 東洋社（西洋傑婦伝 第1編）
1901 シルレル、M.S.S訳 「オルレアンのをとめ」 雑誌連載 『こころの華』第4巻4号-第5巻2号
1902 静子訳 「女傑ジヨアンの伝」 雑誌連載 『兵事雑誌』第7年14-20号
1902 岩崎徂堂他 「如安打克嬢」 単行本の一部 『世界十二女傑』広文堂
1902 村上濁浪編 「世界一烈婦　ジヤンダーク」 単行本の一部 『世界第一譚』大学館
1902 下田歌子 「ジヨアンダーク（仏蘭西）」 単行本の一部 『外国少女鑑』博文館
1903 シルレル、藤沢古雪訳 『悲劇　オルレアンの少女(をとめ)』 単行本 冨山房
1906 無署名 「ジヤンダーク」 単行本の一部 『女性宝鑑』有信堂
1906 伊藤銀月 「仏王国を再建せし少女」 単行本の一部 『世界女性史』隆文館
1906 若葉女史 「ジヤン、ダーク」 雑誌連載 『好学雑誌』第32-34号
1908 田村全宣 「ジヤンダーク」 単行本の一部 『人生と健闘』博文館
1909 前田長太 「ジヤンヌ、ダルク」 単行本の一部 『世界武将伝少年史談』博文館
1909 無署名 「ジヤンダーク列聖式」 雑誌掲載 『少年世界』第15巻10号
1909 木村鷹太郎 「オルレアンの少女及びサラゴツサの少女」単行本の一部 日吉丸書房『東西古今娘子軍』
1910 リギヨール 『ジヤンダーク』 単行本 教学研鑽和仏協会
1910 金港堂書籍株式会社編集部 「ジヤンダーク」 単行本の一部 『少女鑑』金港堂
1911 丘の人 『家庭小説　勇しき少女』 単行本 岡村書店
1912 無署名 「ジヤンヌ、ダルク」 単行本の一部 『世界名臣伝』博文館
1912 長橋大河 「聖女ジヤンヌダーク」 雑誌掲載 『世界之日本』第3巻6号
1912 鈴屋花子 「女の乃木大将オルレアンの少女」 雑誌掲載 『少女の友』第5巻13号

（出典） ①高山一彦「明治日本におけるジャンヌ文献」『図録　ジャンヌ・ダルク展』，1982年。②渡邊洋子「明治におけるジャ
ンヌ・ダルク」『独文学報』第14号，1998年。③高山一彦『ジャンヌ・ダルク』岩波新書，2005年。④国立国会図書館
オンライン https://ndlonline.ndl.go.jp/（2018年9月25日アクセス）。　⑤国立国会図書館東京本館、日本近代文学館で
の資料調査（2018年9月20-22日）。

（表）明治期に出版されたジャンヌ・ダルクの記事，単行本（1868（明治元）年～1912（明治45・大正元）年）
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て
い
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
、「
如
安
之
伝
」
の
ジ
ャ
ン
ヌ
像
は
、
勇
敢
さ
と
と
も
に
慈
悲
深
さ

も
備
え
、
そ
の
美
徳
が
翻
訳
に
お
い
て
強
調
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
第
五
章
で
示
し
た
「
如
安
之
伝
」
を
も
と
に
し
た
再
話
の
例
は
、「
如
安
之
伝
」

の
記
述
が
他
の
ジ
ャ
ン
ヌ
伝
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
、
新
た
な
意
味
を
付
与
さ
れ
た
り
、
他
の
執
筆

者
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
表
象
に
影
響
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
し
た
。

　
実
は
、
山
下
石
翁
の
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
に
つ
い
て
は
続
き
の
話
が
あ
る
。
そ
の
二
年
後
に

単
行
本
と
し
て
発
表
さ
れ
た
『
自
由
の
新
花
　
仏
国
女
傑
如
安
実
伝
』（
一
八
八
六
）
を
読
む
と
、

今
度
は
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
の
本
文
が
、
そ
こ
に
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
た
と
判
明
す
る
。
こ
の
作

品
の
出
版
の
経
緯
や
、
巌
本
善
治
と
の
関
わ
り
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
際
も
、
物
語
の
末

の
巌
本
の
教
訓
は
記
さ
れ
ず
、「
序
」
と
し
て
別
の
文
が
付
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ジ
ャ
ン
ヌ
は
神
功
皇
后
、

上
毛
野
形
名
の
妻
と
い
っ
た
、
自
ら
戦
場
に
向
か
っ
た
日
本
の
伝
説
上
の
女
性
人
物
に
並
ぶ
も
の

と
さ
れ
た
）
注注

（
注

。

　
こ
の
よ
う
な
例
は
、「
如
安
之
伝
」
が
様
々
な
記
述
の
中
で
再
話
の
対
象
と
な
り
続
け
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
。
明
治
時
代
の
児
童
文
学
作
品
に
お
い
て
「
如
安
之
伝
」
の
再
話
は
ど
の
よ
う
な

様
相
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

　
　（
注
）

本
稿
で
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
『
西
洋
英
傑
伝
』（
三
編
六
冊
）（
英
蘭
堂
、

一
八
七
二
年
補
刻
）を
底
本
と
し
た
。
引
用
の
際
は
引
用
文
末
尾
に
、
編
、
丁
数
を
括
弧
付
で
記
す
。

Tales of the G
reat and Brave

第
一
巻
、
第
二
巻
の
原
文
テ
ク
ス
ト
は
以
下
を
使
用
し
、
引
用
、

参
照
の
際
は
括
弧
内
の
略
号
、
頁
数
を
引
用
文
末
尾
に
括
弧
付
で
記
す
。Tales of the G

reat and 

Brave, London, J. H
arvey and D

arton, 1838

（Tales, I,).

　Idem
, Tales of the G

reat and 

Brave, Second Series, Edinburgh, W
illiam

 T
ait, 1843

（Tales, II).

資
料
か
ら
の
引
用
の
際
に
は
、
適
宜
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
濁
点
を
付
し
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
。

付
加
し
た
ル
ビ
は
〔
　
〕
付
き
で
示
し
た
。
ま
た
、
合
略
仮
名
に
つ
い
て
は
分
解
し
て
表
記
し
た
。

（
１ 

）
高
山
一
彦
、「
明
治
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
文
献
」、『
図
録
　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
展
』，

（
一
九
八
二
年
）、
一
七
六
～
七
八
頁
。
高
山
一
彦
、『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
』（
岩
波
新
書
、

二
〇
〇
五
年
）、
一
二
～
二
五
頁
。

（
２ 

）
渡
邊
洋
子
、「
明
治
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」、『
独
文
学
報
』
第
一
四
号
（
一
九
九
八

年
）、
一
～
二
〇
頁
。

（
３ 

）
府
川
源
一
郎
、『
明
治
初
等
国
語
教
科
書
と
子
ど
も
読
み
物
に
関
す
る
研
究
』（
ひ
つ
じ
書
房
、

二
〇
一
四
年
）、
一
七
～
三
八
、一
六
三
～
一
六
五
頁
。

（
４ 

）
木
全
清
博
、「
万
国
史
教
科
書
の
内
容
分
析
（
１
）」、『
滋
賀
大
学
教
育
研
究
所
紀
要
』
第

二
二
号
（
一
九
八
八
年
）、
三
五
～
四
二
頁
。

（
５ 

）
佐
藤
宗
子
、『「
家
な
き
子
」
の
旅
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）、
一
四
五
、三
四
六
頁
。

（
６
）
木
全
清
博
、
前
掲
論
文
、
三
五
頁
。

（
７
）
府
川
源
一
郎
、
前
掲
書
、
一
九
～
二
〇
頁
。

（
８
）
作
楽
戸
痴
鶯
他
訳
編
、『
万
国
通
史
』（
文
部
省
、
一
八
七
三
～
七
六
年
）。

（
９ 

）岡
崎
勝
世
「
日
本
に
お
け
る
世
界
史
教
育
の
歴
史
―
―
『
普
遍
史
型
万
国
史
』
の
時
代
」、『
埼

玉
大
学
紀
要
』
第
五
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
）、
四
七
頁
。
今
津
健
治
、「
山
内
徳
三
郎

著
『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ミ
ス
・
ラ
イ
マ
ン
氏
小
伝
』」、『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
一
〇
号

（
一
九
七
九
年
）、
九
二
頁
。

（
10
）
府
川
源
一
郎
、
前
掲
書
、
一
六
四
頁
。

（
11
）
高
山
一
彦
、
前
掲
書
、
一
四
頁
。

（
12 
）Tales of the G

reat and Brave, London, J. H
arvey and D

arton, 1838. Tales of the 
G

reat and Brave, Second Series, Edinburgh, W
illiam

 T
ait, 1843.  

（
13 
）
高
山
一
彦
、「
明
治
時
代
の
日
本
に
お
け
る
書
籍
と
肖
像
」、『
図
録
　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

展
』、（
一
九
八
二
年
）、
一
七
四
頁
。

（
14
）http://explore.bl.uk/ （
二
〇
一
八
年
九
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）

（
15 
）John W

illiam
 Burgon, The Portrait of a C

hristian gentlem
an – A m

em
oir of Patrick 

Fraser Tytler, author of the “ H
istory of Scotland”, London, John M

urray, 1859, p.1-
15

（
16
）
岡
崎
勝
世
、
前
掲
論
文
、
二
三
～
三
八
頁
。

（
17
）
高
山
一
彦
、
前
掲
書
、
五
一
～
五
四
頁
。

（
18
）
高
山
一
彦
、
前
掲
書
、
一
四
頁
。

（
19
）『
西
洋
英
傑
伝
』、
二
編
上
、
一
四
丁
オ
。

（
20 
）
山
内
陽
子
、「『
女
学
新
誌
』」、『
近
代
婦
人
雑
誌
目
次
総
覧
』
一
期
第
一
巻
（
大
空
社
、

一
九
八
五
年
）

（
21
）
渡
邊
洋
子
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。

（
22 
）
山
下
石
翁
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」、『
女
学
新
誌
』
第
一
三
号
（
一
八
八
四
年
一
二
月
二
五
日
）、
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て
い
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
、「
如
安
之
伝
」
の
ジ
ャ
ン
ヌ
像
は
、
勇
敢
さ
と
と
も
に
慈
悲
深
さ

も
備
え
、
そ
の
美
徳
が
翻
訳
に
お
い
て
強
調
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
第
五
章
で
示
し
た
「
如
安
之
伝
」
を
も
と
に
し
た
再
話
の
例
は
、「
如
安
之
伝
」

の
記
述
が
他
の
ジ
ャ
ン
ヌ
伝
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
、
新
た
な
意
味
を
付
与
さ
れ
た
り
、
他
の
執
筆

者
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
表
象
に
影
響
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
し
た
。

　
実
は
、
山
下
石
翁
の
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
に
つ
い
て
は
続
き
の
話
が
あ
る
。
そ
の
二
年
後
に

単
行
本
と
し
て
発
表
さ
れ
た
『
自
由
の
新
花
　
仏
国
女
傑
如
安
実
伝
』（
一
八
八
六
）
を
読
む
と
、

今
度
は
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
の
本
文
が
、
そ
こ
に
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
た
と
判
明
す
る
。
こ
の
作

品
の
出
版
の
経
緯
や
、
巌
本
善
治
と
の
関
わ
り
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
際
も
、
物
語
の
末

の
巌
本
の
教
訓
は
記
さ
れ
ず
、「
序
」
と
し
て
別
の
文
が
付
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ジ
ャ
ン
ヌ
は
神
功
皇
后
、

上
毛
野
形
名
の
妻
と
い
っ
た
、
自
ら
戦
場
に
向
か
っ
た
日
本
の
伝
説
上
の
女
性
人
物
に
並
ぶ
も
の

と
さ
れ
た
）
注注

（
注

。

　
こ
の
よ
う
な
例
は
、「
如
安
之
伝
」
が
様
々
な
記
述
の
中
で
再
話
の
対
象
と
な
り
続
け
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
。
明
治
時
代
の
児
童
文
学
作
品
に
お
い
て
「
如
安
之
伝
」
の
再
話
は
ど
の
よ
う
な

様
相
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

　
　（
注
）

本
稿
で
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
『
西
洋
英
傑
伝
』（
三
編
六
冊
）（
英
蘭
堂
、

一
八
七
二
年
補
刻
）を
底
本
と
し
た
。
引
用
の
際
は
引
用
文
末
尾
に
、
編
、
丁
数
を
括
弧
付
で
記
す
。

Tales of the G
reat and Brave

第
一
巻
、
第
二
巻
の
原
文
テ
ク
ス
ト
は
以
下
を
使
用
し
、
引
用
、

参
照
の
際
は
括
弧
内
の
略
号
、
頁
数
を
引
用
文
末
尾
に
括
弧
付
で
記
す
。Tales of the G

reat and 

Brave, London, J. H
arvey and D

arton, 1838

（Tales, I,).

　Idem
, Tales of the G

reat and 

Brave, Second Series, Edinburgh, W
illiam

 T
ait, 1843

（Tales, II).

資
料
か
ら
の
引
用
の
際
に
は
、
適
宜
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
濁
点
を
付
し
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
。

付
加
し
た
ル
ビ
は
〔
　
〕
付
き
で
示
し
た
。
ま
た
、
合
略
仮
名
に
つ
い
て
は
分
解
し
て
表
記
し
た
。

（
１ 

）
高
山
一
彦
、「
明
治
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
文
献
」、『
図
録
　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
展
』，

（
一
九
八
二
年
）、
一
七
六
～
七
八
頁
。
高
山
一
彦
、『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
』（
岩
波
新
書
、

二
〇
〇
五
年
）、
一
二
～
二
五
頁
。

（
２ 

）
渡
邊
洋
子
、「
明
治
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」、『
独
文
学
報
』
第
一
四
号
（
一
九
九
八

年
）、
一
～
二
〇
頁
。

（
３ 

）
府
川
源
一
郎
、『
明
治
初
等
国
語
教
科
書
と
子
ど
も
読
み
物
に
関
す
る
研
究
』（
ひ
つ
じ
書
房
、

二
〇
一
四
年
）、
一
七
～
三
八
、一
六
三
～
一
六
五
頁
。

（
４ 

）
木
全
清
博
、「
万
国
史
教
科
書
の
内
容
分
析
（
１
）」、『
滋
賀
大
学
教
育
研
究
所
紀
要
』
第

二
二
号
（
一
九
八
八
年
）、
三
五
～
四
二
頁
。

（
５ 

）
佐
藤
宗
子
、『「
家
な
き
子
」
の
旅
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）、
一
四
五
、三
四
六
頁
。

（
６
）
木
全
清
博
、
前
掲
論
文
、
三
五
頁
。

（
７
）
府
川
源
一
郎
、
前
掲
書
、
一
九
～
二
〇
頁
。

（
８
）
作
楽
戸
痴
鶯
他
訳
編
、『
万
国
通
史
』（
文
部
省
、
一
八
七
三
～
七
六
年
）。

（
９ 

）岡
崎
勝
世
「
日
本
に
お
け
る
世
界
史
教
育
の
歴
史
―
―
『
普
遍
史
型
万
国
史
』
の
時
代
」、『
埼

玉
大
学
紀
要
』
第
五
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
）、
四
七
頁
。
今
津
健
治
、「
山
内
徳
三
郎

著
『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ミ
ス
・
ラ
イ
マ
ン
氏
小
伝
』」、『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
一
〇
号

（
一
九
七
九
年
）、
九
二
頁
。

（
10
）
府
川
源
一
郎
、
前
掲
書
、
一
六
四
頁
。

（
11
）
高
山
一
彦
、
前
掲
書
、
一
四
頁
。

（
12 
）Tales of the G

reat and Brave, London, J. H
arvey and D

arton, 1838. Tales of the 
G

reat and Brave, Second Series, Edinburgh, W
illiam

 T
ait, 1843.  

（
13 
）
高
山
一
彦
、「
明
治
時
代
の
日
本
に
お
け
る
書
籍
と
肖
像
」、『
図
録
　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

展
』、（
一
九
八
二
年
）、
一
七
四
頁
。

（
14
）http://explore.bl.uk/ （
二
〇
一
八
年
九
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）

（
15 
）John W

illiam
 Burgon, The Portrait of a C

hristian gentlem
an – A m

em
oir of Patrick 

Fraser Tytler, author of the “ H
istory of Scotland”, London, John M

urray, 1859, p.1-
15

（
16
）
岡
崎
勝
世
、
前
掲
論
文
、
二
三
～
三
八
頁
。

（
17
）
高
山
一
彦
、
前
掲
書
、
五
一
～
五
四
頁
。

（
18
）
高
山
一
彦
、
前
掲
書
、
一
四
頁
。

（
19
）『
西
洋
英
傑
伝
』、
二
編
上
、
一
四
丁
オ
。

（
20 
）
山
内
陽
子
、「『
女
学
新
誌
』」、『
近
代
婦
人
雑
誌
目
次
総
覧
』
一
期
第
一
巻
（
大
空
社
、

一
九
八
五
年
）

（
21
）
渡
邊
洋
子
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。

（
22 
）
山
下
石
翁
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」、『
女
学
新
誌
』
第
一
三
号
（
一
八
八
四
年
一
二
月
二
五
日
）、
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ド
ン
レ
ミ
村
の
説
明
に
際
し
、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
で
は
、「
ロ
ル
ラ
ン
部
の
境
界
な
る
」
と

い
う
文
言
が
な
く
、
ま
た
「
経
文
」
が
「
聖
書
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
微
細
な
変
化
は
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
文
章
は
酷
似
し
、
巌
本
善
治
は
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
執
筆
の
際
に
、

と
て
も
大
き
な
度
合
い
で
「
如
安
之
伝
」
を
参
照
し
、
引
用
に
近
い
形
で
作
品
を
執
筆
し
た
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た
再
話
の
様
態
は
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
全
体
を
通
じ
て
貫
か
れ
た
。

　
し
か
し
、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
は
次
の
三
点
に
つ
い
て
は
、「
如
安
之
伝
」
と
異
な
る
。
第
一
に
、

詳
細
な
歴
史
的
事
実
の
記
述
は
再
話
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
ジ
ャ
ン
ヌ
が
嘲
笑
さ

れ
た
場
面
や
ジ
ャ
ン
ヌ
が
自
ら
の
運
命
を
嘆
く
記
述
は
再
話
の
対
象
と
さ
れ
ず
、
そ
れ
と
は
反
対

に
ジ
ャ
ン
ヌ
が
「
国
家
」
に
尽
く
す
様
子
を
表
す
言
葉
が
付
加
さ
れ
た
。
第
三
に
、「
如
安
之
伝
」

で
は
物
語
の
最
後
に
、
翻
訳
者
・
作
楽
戸
痴
鶯
が
児
童
読
者
へ
の
教
訓
を
付
し
た
の
に
対
し
、「
女

傑
ア
ー
ク
の
伝
」
で
は
同
じ
箇
所
に
、
再
話
者
の
巌
本
善
治
に
よ
る
女
性
読
者
へ
の
教
訓
が
付
さ

れ
た
。

　
第
一
の
点
に
つ
い
て
、「
如
安
之
伝
」
で
英
仏
百
年
戦
争
の
説
明
が
約
三
丁
半
の
分
量
が
割
か

れ
付
加
さ
れ
た
の
は
先
述
し
た
。「
如
安
之
伝
」
で
そ
の
説
明
は
ジ
ャ
ン
ヌ
の
幼
少
時
の
記
述
と
、

成
長
後
の
記
述
と
の
間
で
な
さ
れ
、
物
語
を
断
絶
し
た
面
も
あ
る
。
し
か
し
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」

で
そ
の
部
分
は
書
か
れ
な
か
っ
た
。
物
語
の
断
絶
が
避
け
ら
れ
た
、
ま
た
は
詳
し
い
フ
ラ
ン
ス
史

の
知
識
は
必
要
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
の
点
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
ヌ
が
ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル
守
備
隊
長
に
王
太
子
へ
の
謁
見
を
直
談

判
す
る
場
面
で
は
、「
如
安
之
伝
」
の
場
合
、「
汝
さ
る
及
も
な
き
望
を
労
思
ん
よ
り
家
に
在
て
旧

業
の
牛
羊
を
牧
し
一
生
を
送
ん
こ
そ
其
身
に
適ふ
さ
わ
し応
き
職
務
也
べ
し
」
と
、
ジ
ャ
ン
ヌ
は
嘲
笑
さ
れ

た
（
二
編
上
、
八
丁
オ
）。
し
か
し
、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
で
は
そ
の
部
分
は
再
話
の
対
象
と
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、「
家
に
在
て
旧
業
の
牛
羊
を
牧
し
一
生
を
送
ん
こ
そ
其
身
に
適
応
き
職

務
也
」
と
い
う
言
葉
が
書
か
れ
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
他
の
個
所
で
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
が
「
国
家
」

の
た
め
に
尽
く
す
「
忠
義
の
念
に
凝
り
固
ま
り
た
る
」
女
性
で
あ
る
と
い
う
表
現
が
付
加
さ
れ
た
）
注注

（
注

。

さ
ら
に
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
場
面
で
は
、「
如
安
之
伝
」
に
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
が
「
惨

然
と
し
て
涙
に
咽
」
び
、「
断
腸
の
悲
哀
」
の
言
葉
を
官
吏
に
投
げ
つ
け
た
と
書
か
れ
た
が
、「
女

傑
ア
ー
ク
の
伝
」
に
ジ
ャ
ン
ヌ
の
悲
し
み
や
恐
怖
の
記
述
は
な
く
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
落
ち
着
い
た
様

子
の
み
が
再
話
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
で
は
、「
如
安
之
伝
」
の
テ
ク
ス
ト
の
大
半
が
繰
り
返
さ
れ
つ

つ
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
生
涯
の
物
語
を
中
心
に
再
話
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
固
い
信
念
、

「
国
家
」
に
尽
く
す
姿
、
運
命
を
甘
受
す
る
強
さ
が
際
立
つ
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
違
い
は
、
第
三
の
点
、
す
な
わ
ち
物
語
の
後
に
作
楽
戸
痴
鶯
と
巌
本
善
治
の
そ
れ
ぞ
れ

が
付
し
た
教
訓
の
違
い
に
も
見
受
ら
れ
る
。
作
楽
戸
痴
鶯
は
、「
有
功
無
罪
の
善
人
世
に
恐
る
べ

き
死
刑
に
遇
〔
あ
ふ
〕こ

と
天
鑑
実
に
空
〔
む
な
し
〕き

に
似
た
り
」
と
書
き
、「
善
人
」
の
苛
酷
な
運
命
に
翻
訳
者
自

身
が
同
情
し
た
。「
我
此
こ
と
を
編
む
を
好
ま
で
」
と
作
品
刊
行
に
対
す
る
躊
躇
さ
え
書
か
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
「
英
傑
の
功
績
賢
善
の
行
状
」
を
読
者
に
伝
え
、
読
者
が
「
如
安
を
憐
み
﹇
…
﹈

勧
善
の
一
端
と
も
成
る
」
こ
と
を
期
待
し
た
（
二
編
上
、
二
七
丁
オ
～
二
七
丁
ウ
）。

　
そ
れ
に
対
し
巌
本
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
が
「
国
家
の
為
に
非
常
の
功
を
立
て
」
た
こ
と
を
ま
ず
は
評

価
し
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
最
期
を
知
り
、「
世
の
中
に
善
事
を
為
す
事
を
廃
せ
ん
」
な
ど
と
思
う
の
は
「
思

は
ざ
る
の
考
」
と
述
べ
、
非
難
し
た
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
基
づ
き
、
ジ
ャ
ン
ヌ
は

死
後
の
「
未
来
の
裁
判
」
で
「
正
当
の
さ
ば
き
を
受
け
」
る
と
書
か
れ
、「
世
の
諸
娘
嬢
」
に
も

「
此
世
の
間
に
の
み
思
を
運め
ぐ

ら
せ
る
こ
と
な
く
常
に
未
来
の
栄
福
」
を
目
指
し
、「
国
家
の
為
に
善

事
を
行
ひ
玉
ふ
」
こ
と
を
勧
め
た
（『
女
学
新
誌
』
第
一
六
号
、
一
八
八
頁
）。
巌
本
は
ジ
ャ
ン
ヌ

を
憐
れ
む
の
で
な
く
、
死
後
の
「
栄
光
」
と
、
現
世
に
お
け
る
「
国
家
の
為
」
の
貢
献
の
大
切
さ

を
女
性
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
に
見
受
け
ら
れ
る
「
如
安
之
伝
」
と
の
相
違
点
、
そ
し
て
物
語
の
最
後

に
付
さ
れ
た
教
訓
に
は
、
女
性
も
国
家
の
た
め
に
有
用
な
働
き
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
女

性
読
者
の
社
会
意
識
を
鼓
舞
し
よ
う
と
す
る
再
話
者
、
巌
本
善
治
の
強
い
意
志
が
窺
わ
れ
る
。

　
し
か
し
ま
た
、
筆
者
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
女
性
読
者
を
啓
蒙
す
る
意
図
で
書
か
れ
た
「
女

傑
ア
ー
ク
の
伝
」
の
も
と
に
な
り
、
繰
り
返
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
は
、『
西
洋
英
傑
伝
』

と
い
う
児
童
読
者
も
意
識
さ
れ
た
読
み
物
と
し
て
、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
発
表
の
十
五
年
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
明
治
一
〇
年
代
半
ば
以
降
に
現
れ
る
女
性
の
「
社
会
参

加
の
モ
デ
ル
」
と
し
て
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
突
然
出
現
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
に
す

で
に
あ
っ
た
文
学
表
象
が
利
用
さ
れ
、
読
み
か
え
ら
れ
、
新
し
い
意
味
を
付
与
さ
れ
て
再
び
登
場

し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
を
特
定
し
、
翻
訳
と
比
較
し
た
こ
と
で
、「
如
安
之
伝
」

の
内
容
に
つ
い
て
次
の
二
点
が
判
明
し
た
。
第
一
に
、
翻
訳
者
の
作
楽
戸
痴
鶯
が
、
原
文
に
は
な

い
史
実
や
ジ
ャ
ン
ヌ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
付
加
し
、
よ
り
多
く
の
歴
史
的
知
識
を
含
む
物
語
と
な
っ

－415－
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た
彼
女
の
行
為
に
つ
い
て
、
翻
訳
で
は
「
凍
死
餓
死
」
か
ら
人
を
救
い
、「
如
安
が
仁
恵
を
仰
き

陰
徳
を
称
賛
を
せ
ぬ
ハ
無
り
け
り
」
と
書
か
れ
た
。
ま
た
、「
慈
悲
の
心
」
は
オ
ル
レ
ア
ン
解
放

に
彼
女
が
向
か
う
動
機
と
し
て
も
加
筆
さ
れ
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
の
人
々
の
窮
状
を
聞
い
た
ジ
ャ

ン
ヌ
が
「
元
来
慈
悲
広
大
な
る
性
質
な
れ
バ
」（
二
編
上
、
七
丁
オ
）
オ
ル
レ
ア
ン
を
救
お
う
と

し
た
と
書
か
れ
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
到
着
を
待
つ
オ
ル
レ
ア
ン
の
人
々
は
「
赤
子
の
母
を
慕
に
も
増
り

け
り
」（
二
編
上
、
一
〇
丁
ウ
）
と
書
か
れ
た
。
こ
う
し
た
加
筆
か
ら
は
、
貧
し
い
人
や
困
っ
た

人
を
母
の
よ
う
な
慈
愛
で
守
ろ
う
と
す
る
ジ
ャ
ン
ヌ
像
が
翻
訳
に
よ
っ
て
際
立
た
せ
ら
れ
た
と
言 

え
る
。

　
①
か
ら
④
の
よ
う
に
原
文
と
翻
訳
文
を
比
較
検
討
す
る
と
、
作
楽
戸
痴
鶯
の
配
慮
と
工
夫
が
分

か
り
、
教
育
的
意
図
が
次
の
二
点
に
お
い
て
浮
彫
に
な
る
。

　
第
一
に
、『
西
洋
英
傑
伝
』
の
翻
訳
で
は
、
児
童
か
ら
成
人
ま
で
よ
り
広
範
な
年
齢
層
の
読
者

に
適
す
る
よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。
戦
闘
場
面
の
活
写
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
勇
姿
の
表
現

は
リ
ズ
ム
よ
く
、
歴
史
的
知
識
の
少
な
い
児
童
に
も
楽
し
め
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、

こ
の
本
を
読
む
こ
と
で
中
世
フ
ラ
ン
ス
史
の
知
識
も
読
者
は
得
ら
れ
る
。
明
治
時
代
初
期
の
国
語

教
育
と
世
界
史
教
育
の
両
方
に
貢
献
し
た
『
西
洋
英
傑
伝
』
の
性
格
は
、
翻
訳
者
の
工
夫
に
由
来

す
る
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、「
如
安
之
伝
」
の
ジ
ャ
ン
ヌ
像
は
、「
豪
猛
な
る
勇
威
」
と
「
慈
悲
の
心
」
を
併
せ
持
っ

た
人
物
と
し
て
描
か
れ
た
点
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
明
治
時
代
初
期
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

の
表
象
に
は
、
愛
国
者
の
模
範
と
し
て
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
勇
敢
さ
に
着

目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
指
摘
は
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
文
と
翻
訳
文
と
を
比
較
し
て
新
た
に

判
明
し
た
の
は
、
翻
訳
で
は
彼
女
の
勇
敢
さ
と
と
も
に
、
母
の
よ
う
な
慈
悲
深
さ
を
表
す
記
述
に

つ
い
て
も
丁
寧
に
、
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
読
者
が
模
範
と
す
べ
き
美
徳
と
し
て
重
視
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
明
治
時
代
の
日
本
に
最
初
に
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
紹
介
し
た
、
長
文
の
資
料
と
し
て
の
「
如

安
之
伝
」
の
記
述
、
そ
し
て
そ
こ
で
描
か
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
像
は
、
そ
れ
よ
り
後
の
時
代
の
ジ
ャ
ン

ヌ
伝
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

五
．
再
話
の
様
相
―
―
山
下
石
翁
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」（
一
八
八
四
）
を
め
ぐ
っ
て

　「
如
安
之
伝
」
が
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
日
本
に
紹
介
し
た
「
第
一
次
再
話
」
と
す
る
な
ら
ば
、

今
度
は
そ
れ
を
も
と
に
し
た
「
第
二
次
再
話
」
が
生
ま
れ
る
。
本
章
で
は
そ
の
端
的
な
一
例
を
挙

げ
た
い
。
つ
ま
り
、
巌
本
善
治
が
山
下
石
翁
の
筆
名
で
発
表
し
た
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
で
あ
る
。

「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
は
、『
女
学
新
誌
』
第
一
二
号
（
一
八
八
四
年
一
二
月
一
〇
日
）
か
ら
第

一
六
号
（
一
八
八
五
年
二
月
一
〇
日
）
に
全
五
回
で
掲
載
さ
れ
た
。『
女
学
新
誌
』
は
、
巌
本
善
治
、

近
藤
賢
三
ら
に
よ
り
一
八
八
四
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
た
、
女
性
の
啓
蒙
教
育
を
目
的
と
し
た
婦
人

総
合
雑
誌
で
あ
る
。
山
内
陽
子
に
よ
る
と
、
封
建
的
な
男
尊
女
卑
の
思
想
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
を

背
景
と
し
た
近
代
的
・
自
由
主
義
的
思
想
へ
と
脱
皮
す
る
傾
向
を
見
せ
、『
女
学
雑
誌
』
の
創
刊

を
準
備
し
た
雑
誌
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
）
注注

（
注

。

　
先
行
研
究
で
は
、「
明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
像
は
女

性
の
啓
蒙
を
目
的
と
し
『
救
国
の
英
雄
』
と
い
う
形
で
女
性
に
社
会
参
加
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
」

と
指
摘
さ
れ
た
が
）
注（

（
注

、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
は
そ
の
先
陣
を
切
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
末
の
表

を
見
る
と
、
同
じ
時
代
に
、『
婦
女
鑑
』（
一
八
八
七
）、『
悲
憤
壮
烈 

才
女
列
伝
』（
一
八
九
一
）、

雑
誌
『
日
本
之
女
学
』
で
の
連
載
（
一
八
八
九
）
な
ど
女
性
読
者
向
け
の
書
籍
や
雑
誌
に
お
い
て
、

ジ
ャ
ン
ヌ
伝
が
い
く
つ
も
掲
載
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
を
読
め
ば
、
こ
れ
が
「
如
安
之
伝
」
の
再
話
で
あ
る
こ
と

は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
細
か
い
表
現
が
調
整
さ
れ
つ
つ
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
幼
少
時
に
関
す
る
記
述
に
関
し

て
、
両
者
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　 

仏
国
ロ
ル
ラ
ン
部
の
境
界
な
る
ヲ
ウ
ク
レ
ウ
ル
府
に
接
近
き
ド
ム
レ
ミ
と
称
ふ
僻
村
に
住
る

農
家
の
女
也
け
る
が
双
親
甚
貧
し
か
り
け
れ
バ
其
子
を
学
校
に
送
り
て
芸
術
を
修
行
さ
す
べ

き
生
計
無
り
け
る
程
に
如
安
は
読
書
の
道
に
疎
く
毫
も
之
を
習
知
せ
ざ
り
し
が
唯
常
に
神
を

崇
み
経
文
を
誦
す
る
を
の
み
ハ
教
を
受
け
成
長
に
従
ひ
性
質
善
良
柔
和
に
し
て
慈
悲
の
心
最い
と

深
か
り
け
り
（
二
編
上
、
一
丁
ウ
～
二
丁
オ
）

　
　  
仏
国
の
ヲ
ウ
ク
レ
ウ
ル
府
に
接
近
き
ド
ム
レ
ミ
と
称
す
る
僻
村
に
住
み
た
る
農
家
の
女
な
り

け
る
が
双
親
甚
だ
貧
し
く
て
之
を
学
校
に
送
り
芸
術
を
修
行
さ
す
べ
き
資
金
な
か
り
け
る
程

に
ア
ー
ク
は
読
書
の
道
に
う
と
く
毫
も
之
を
習
知
せ
ざ
り
し
が
唯
だ
常
に
神
を
崇
み
聖
書
を

誦
す
る
と
は
怠
ら
ざ
り
き
と
ぞ
さ
れ
ば
成お
ひ
た長
つ
に
つ
れ
て
性
質
善
良
柔
和
に
し
て
慈
悲
の
心

最
と
深
か
り
け
り
（「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」、『
女
学
新
誌
』
第
一
二
号
、、
一
三
八
頁
）

明治時代初期の児童向け読み物におけるジャンヌ・ダルクの表象
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た
彼
女
の
行
為
に
つ
い
て
、
翻
訳
で
は
「
凍
死
餓
死
」
か
ら
人
を
救
い
、「
如
安
が
仁
恵
を
仰
き

陰
徳
を
称
賛
を
せ
ぬ
ハ
無
り
け
り
」
と
書
か
れ
た
。
ま
た
、「
慈
悲
の
心
」
は
オ
ル
レ
ア
ン
解
放

に
彼
女
が
向
か
う
動
機
と
し
て
も
加
筆
さ
れ
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
の
人
々
の
窮
状
を
聞
い
た
ジ
ャ

ン
ヌ
が
「
元
来
慈
悲
広
大
な
る
性
質
な
れ
バ
」（
二
編
上
、
七
丁
オ
）
オ
ル
レ
ア
ン
を
救
お
う
と

し
た
と
書
か
れ
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
到
着
を
待
つ
オ
ル
レ
ア
ン
の
人
々
は
「
赤
子
の
母
を
慕
に
も
増
り

け
り
」（
二
編
上
、
一
〇
丁
ウ
）
と
書
か
れ
た
。
こ
う
し
た
加
筆
か
ら
は
、
貧
し
い
人
や
困
っ
た

人
を
母
の
よ
う
な
慈
愛
で
守
ろ
う
と
す
る
ジ
ャ
ン
ヌ
像
が
翻
訳
に
よ
っ
て
際
立
た
せ
ら
れ
た
と
言 

え
る
。

　
①
か
ら
④
の
よ
う
に
原
文
と
翻
訳
文
を
比
較
検
討
す
る
と
、
作
楽
戸
痴
鶯
の
配
慮
と
工
夫
が
分

か
り
、
教
育
的
意
図
が
次
の
二
点
に
お
い
て
浮
彫
に
な
る
。

　
第
一
に
、『
西
洋
英
傑
伝
』
の
翻
訳
で
は
、
児
童
か
ら
成
人
ま
で
よ
り
広
範
な
年
齢
層
の
読
者

に
適
す
る
よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。
戦
闘
場
面
の
活
写
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
勇
姿
の
表
現

は
リ
ズ
ム
よ
く
、
歴
史
的
知
識
の
少
な
い
児
童
に
も
楽
し
め
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、

こ
の
本
を
読
む
こ
と
で
中
世
フ
ラ
ン
ス
史
の
知
識
も
読
者
は
得
ら
れ
る
。
明
治
時
代
初
期
の
国
語

教
育
と
世
界
史
教
育
の
両
方
に
貢
献
し
た
『
西
洋
英
傑
伝
』
の
性
格
は
、
翻
訳
者
の
工
夫
に
由
来

す
る
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、「
如
安
之
伝
」
の
ジ
ャ
ン
ヌ
像
は
、「
豪
猛
な
る
勇
威
」
と
「
慈
悲
の
心
」
を
併
せ
持
っ

た
人
物
と
し
て
描
か
れ
た
点
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
明
治
時
代
初
期
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

の
表
象
に
は
、
愛
国
者
の
模
範
と
し
て
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
勇
敢
さ
に
着

目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
指
摘
は
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
文
と
翻
訳
文
と
を
比
較
し
て
新
た
に

判
明
し
た
の
は
、
翻
訳
で
は
彼
女
の
勇
敢
さ
と
と
も
に
、
母
の
よ
う
な
慈
悲
深
さ
を
表
す
記
述
に

つ
い
て
も
丁
寧
に
、
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
読
者
が
模
範
と
す
べ
き
美
徳
と
し
て
重
視
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
明
治
時
代
の
日
本
に
最
初
に
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
紹
介
し
た
、
長
文
の
資
料
と
し
て
の
「
如

安
之
伝
」
の
記
述
、
そ
し
て
そ
こ
で
描
か
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
像
は
、
そ
れ
よ
り
後
の
時
代
の
ジ
ャ
ン

ヌ
伝
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

五
．
再
話
の
様
相
―
―
山
下
石
翁
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」（
一
八
八
四
）
を
め
ぐ
っ
て

　「
如
安
之
伝
」
が
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
日
本
に
紹
介
し
た
「
第
一
次
再
話
」
と
す
る
な
ら
ば
、

今
度
は
そ
れ
を
も
と
に
し
た
「
第
二
次
再
話
」
が
生
ま
れ
る
。
本
章
で
は
そ
の
端
的
な
一
例
を
挙

げ
た
い
。
つ
ま
り
、
巌
本
善
治
が
山
下
石
翁
の
筆
名
で
発
表
し
た
「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
で
あ
る
。

「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
は
、『
女
学
新
誌
』
第
一
二
号
（
一
八
八
四
年
一
二
月
一
〇
日
）
か
ら
第

一
六
号
（
一
八
八
五
年
二
月
一
〇
日
）
に
全
五
回
で
掲
載
さ
れ
た
。『
女
学
新
誌
』
は
、
巌
本
善
治
、

近
藤
賢
三
ら
に
よ
り
一
八
八
四
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
た
、
女
性
の
啓
蒙
教
育
を
目
的
と
し
た
婦
人

総
合
雑
誌
で
あ
る
。
山
内
陽
子
に
よ
る
と
、
封
建
的
な
男
尊
女
卑
の
思
想
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
を

背
景
と
し
た
近
代
的
・
自
由
主
義
的
思
想
へ
と
脱
皮
す
る
傾
向
を
見
せ
、『
女
学
雑
誌
』
の
創
刊

を
準
備
し
た
雑
誌
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
）
注注

（
注

。

　
先
行
研
究
で
は
、「
明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
像
は
女

性
の
啓
蒙
を
目
的
と
し
『
救
国
の
英
雄
』
と
い
う
形
で
女
性
に
社
会
参
加
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
」

と
指
摘
さ
れ
た
が
）
注（

（
注

、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
は
そ
の
先
陣
を
切
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
末
の
表

を
見
る
と
、
同
じ
時
代
に
、『
婦
女
鑑
』（
一
八
八
七
）、『
悲
憤
壮
烈 

才
女
列
伝
』（
一
八
九
一
）、

雑
誌
『
日
本
之
女
学
』
で
の
連
載
（
一
八
八
九
）
な
ど
女
性
読
者
向
け
の
書
籍
や
雑
誌
に
お
い
て
、

ジ
ャ
ン
ヌ
伝
が
い
く
つ
も
掲
載
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」
を
読
め
ば
、
こ
れ
が
「
如
安
之
伝
」
の
再
話
で
あ
る
こ
と

は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
細
か
い
表
現
が
調
整
さ
れ
つ
つ
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
幼
少
時
に
関
す
る
記
述
に
関
し

て
、
両
者
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　 

仏
国
ロ
ル
ラ
ン
部
の
境
界
な
る
ヲ
ウ
ク
レ
ウ
ル
府
に
接
近
き
ド
ム
レ
ミ
と
称
ふ
僻
村
に
住
る

農
家
の
女
也
け
る
が
双
親
甚
貧
し
か
り
け
れ
バ
其
子
を
学
校
に
送
り
て
芸
術
を
修
行
さ
す
べ

き
生
計
無
り
け
る
程
に
如
安
は
読
書
の
道
に
疎
く
毫
も
之
を
習
知
せ
ざ
り
し
が
唯
常
に
神
を

崇
み
経
文
を
誦
す
る
を
の
み
ハ
教
を
受
け
成
長
に
従
ひ
性
質
善
良
柔
和
に
し
て
慈
悲
の
心
最い
と

深
か
り
け
り
（
二
編
上
、
一
丁
ウ
～
二
丁
オ
）

　
　  

仏
国
の
ヲ
ウ
ク
レ
ウ
ル
府
に
接
近
き
ド
ム
レ
ミ
と
称
す
る
僻
村
に
住
み
た
る
農
家
の
女
な
り

け
る
が
双
親
甚
だ
貧
し
く
て
之
を
学
校
に
送
り
芸
術
を
修
行
さ
す
べ
き
資
金
な
か
り
け
る
程

に
ア
ー
ク
は
読
書
の
道
に
う
と
く
毫
も
之
を
習
知
せ
ざ
り
し
が
唯
だ
常
に
神
を
崇
み
聖
書
を

誦
す
る
と
は
怠
ら
ざ
り
き
と
ぞ
さ
れ
ば
成お
ひ
た長
つ
に
つ
れ
て
性
質
善
良
柔
和
に
し
て
慈
悲
の
心

最
と
深
か
り
け
り
（「
女
傑
ア
ー
ク
の
伝
」、『
女
学
新
誌
』
第
一
二
号
、、
一
三
八
頁
）
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牢
獄
で
身
の
危
険
を
感
じ
て
生
活
し
て
い
た
彼
女
は
「
良
好
な
る
男
児
の
衣
あ
る
」
を
見
て
「
天

帝
よ
り
賜
れ
る
也
」
と
再
び
男
装
し
、
そ
れ
が
「
謀
反
」
と
断
じ
ら
れ
死
刑
に
至
っ
た
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
（
二
編
上
、
二
三
丁
ウ
～
二
五
丁
オ
）。

　
第
二
、
第
三
の
詳
細
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
管
見
の
限
り
で
は
、
当
時
の
万
国
史
教
科
書
や
そ
の
原

典
と
さ
れ
る
歴
史
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
最
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
裁

判
記
録
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
〈
ジ
ャ
ン
ヌ
の
改
悛
事
件
〉
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
）
（注

（
注

。
こ
の
よ
う
な

詳
し
い
知
識
を
作
楽
戸
痴
鶯
が
入
手
し
た
経
緯
を
知
る
に
は
、
彼
の
参
照
し
た
「
他
書
」
の
調
査

が
さ
ら
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

③
戦
闘
の
場
面
で
の
躍
動
感

　
戦
闘
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
原
文
そ
の
も
の
が
躍
動
感
の
あ
る
文
章
で
あ
り
、
翻
訳
文
も
ま
た

講
談
調
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
文
章
で
戦
況
を
活
写
し
た
。

　
　 Starting from

 her bed, for it w
as already night, she hastily arm

ed herself, 
and seizing her banner, w

hich she alw
ays carried in one hand, she sprang on 

the horse of her page, w
hich she found w

aiting in readiness in the court, and 
rushed to the conflict. H

er voice w
as suffi

cient to anim
ate the soldiers, w

ho 
w

ere already beginning to give w
ay before the English. She bade them

 turn 
and renew

 the attack. H
er presence of m

ind and courage again changed the 
fortune of the fight, the English w

ere defeated, and the French re-entered 
the w

alls victorious. ( Tales, I, p.125-126)

　
　 [(

引
用
者
註)

如
安
ハ]

忽
ち
臥
床
よ
り
踊
出
て
鎧
取
て
肩
に
引
掛
け
彼
綵
旗
を
左
手
に
握
り

宝
剣
を
腰
に
佩
ひ
繋
る
馬
に
其
侭ひ
ら
り瓢
と
跨
り
鼻た

綱づ
な

を
断
て
唯
一
騎
戦
地
を
指
て
馳
出
け
る
扨

も
仏
兵
今
ハ
力
衰
へ
精
尽
て
既
に
敗
走
せ
ん
と
見
え
た
る
折
し
も
如
安
が
烈
敷
号
令
に
英
気

勃
然
と
蘇
復
し
て
踏
届
り
て
爰
に
戦
闘
を
繰
り
返
し
け
る
が
女
将
軍
の
豪
猛
な
る
勇
威
に
勝

運
を
取
戻
し
英
兵
遂
に
討
破
ら
れ
城
兵
凱
歌
を
唱
て
引
揚
け
り(

一
二
丁
ウ)

　
生
き
生
き
と
し
た
描
写
は
、
児
童
読
者
を
喜
ば
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
高
山

一
彦
は
、『
西
洋
英
傑
伝
』
に
お
い
て
剣
を
振
る
い
戦
っ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
の
描
写
は
史
実
と
違
う
と

指
摘
し
た
）
（注

（
注

。
上
の
引
用
で
は
、「
宝
剣
」
に
関
す
る
記
述
は
、
作
楽
戸
の
加
筆
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
戦
闘
場
面
で
の
「
宝
剣
」
の
加
筆
は
他
に
も
一
か
所
認
め
ら
れ
る
）
（注

（
注

。
し
か
し
原
作
で

も
オ
ル
レ
ア
ン
の
城
塞
戦
で
、
敵
兵
に
囲
ま
れ
た
彼
女
が
「
勇
敢
に
も
剣
で
自
ら
を
守
っ
た
（"she 

bravely defended herself w
ith her sw

ord"

）」（Tales, I, p.127

）
と
い
う
文
が
あ
り
、
こ

の
文
を
読
ん
だ
翻
訳
者
が
「
宝
剣
」
を
原
作
よ
り
も
多
い
頻
度
で
翻
訳
に
書
き
込
ん
だ
と
思
わ
れ

る
。
戦
闘
の
場
面
で
は
、「
宝
剣
」
を
取
っ
て
戦
う
姿
、
馬
に
「
瓢ひ
ら
りと

跨
り
」
と
い
う
表
現
、「
列

敷
号
令
」、「
女
将
軍
」、「
豪
猛
な
る
勇
威
」
な
ど
の
言
葉
を
使
用
し
て
、
原
作
の
ジ
ャ
ン
ヌ
の
勇

敢
さ
を
よ
り
際
立
た
せ
な
が
ら
、
翻
訳
が
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。

④
ジ
ャ
ン
ヌ
の
「
慈
悲
の
心
」
の
強
調

　
ジ
ャ
ン
ヌ
の
美
徳
と
し
て
強
調
さ
れ
た
の
は
勇
敢
さ
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
翻
訳
に
お
い
て
強

調
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
の
も
う
一
つ
の
美
徳
は
彼
女
の
「
慈
悲
の
心
」
で
あ
る
。

　
　 H

er parents w
ere too poor to send her to school, and Joan could neither read 

or w
rite. But she w

as taught to love God, and to pray to him
, so that she 

becam
e very good, and gentle, and kind to the poor; and m

any a starving 
creature has called dow

n blessings on her head, as she has shared w
ith them

 
her scanty m

eal, or provided them
 w

ith a night’s rest and lodging in her 
m

other’s house. ( Tales, I, p.118-119)

　
　 

双
親
甚
貧
し
か
り
け
れ
バ
其
子
を
学
校
に
送
り
て
芸
術
を
修
行
さ
す
べ
き
生
計
無
り
け
る
程

に
如
安
は
読よ
み
か
き書
の
道
に
疎
く
毫
も
之
を
習
知
せ
ざ
り
し
が
唯
常
に
神
を
崇
み
経
文
を
誦
す
る

を
の
み
ハ
教
を
受
け
成
長
に
従
ひ
性
質
善
良
柔
和
に
し
て
慈
悲
の
心
最い
と

深
か
り
け
り
去
は
其

身
の
貧
究
を
も
顧
で
克
く
孤
児
巡
礼
者
の
如
き
依よ
る
べ頼
な
く
し
て
飢
餓
困
苦
す
る
者
あ
れ
バ
之

を
憫
み
己
が
食
を
分
て
之
に
与
へ
路
に
行
暮
て
難
儀
す
る
者
あ
れ
バ
父
母
に
乞
て
家
に
宿
し

衣
を
分
ち
食
を
推
し
労
り
け
る
程
に
之
が
為
に
凍
死
餓
死
を
免
る
る
者
幾
許
な
る
を
知
ら
で

貧
人
等
皆
如
安
が
仁
恵
を
仰
き
陰
徳
を
称
賛
を
せ
ぬ
ハ
無
り
け
り（
二
編
上
、一
丁
ウ
～
二
丁
オ
）

　
こ
こ
で
も
原
文
が
尊
重
さ
れ
な
が
ら
、
彼
女
の
「
慈
悲
」
を
強
調
し
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
原
文
で
示
さ
れ
た
、
貧
し
さ
の
中
で
も
、
困
窮
者
を
見
れ
ば
自
分
の
食
事
を
分
け
与
え

－417－



（11)

　
ま
ず
、
作
楽
戸
痴
鶯
の
翻
訳
が
、
た
し
か
にTales of the G

reat and Brave

を
底
本
と
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
原
文
の
説
明
は
時
に
簡
略
化
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
記
述
の
順
番
に

則
っ
て
翻
訳
文
が
作
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
引
用
部
分
の
前
に
は
「
黎ブ
ラ

黒ツ
ク

太
子
義イ
ド
ワ
ル
ド

都
華
は
紀
元

千
三
百
三
十
年
七
月
生
誕
あ
り
」
と
書
か
れ
、
原
文
に
な
い
年
代
が
付
加
さ
れ
た
の
も
、「
例
言
」

の
説
明
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
翻
訳
文
に
あ
る
「
一
点
も
其
悪
き
と
思
ふ
所
に
染
た
ま
わ
で
」「
間

然
す
る
所
な
き
最
も
有
徳
の
人
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
英
雄
が
児
童
読
者
の
模
範
た
る
人
物
で
あ

る
よ
う
に
、
そ
の
美
徳
を
強
調
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、「
如
安
之
伝
」
は
ど
の
よ

う
に
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
．「
二
編
上
　
仏
郎
西
国
女
傑
如
安
之
伝
」
の
翻
訳
の
様
相

　「
如
安
之
伝
」
は
、Tales of the G

reat and Brave
の
第
一
巻
第
五
章"T

he Story of Joan of 
A

rc"

の
翻
訳
で
あ
る
。
一
八
三
八
年
の
初
版
で
は
原
作
は
全
二
五
頁
の
短
編
で
あ
り
、
翻
訳
の
「
如

安
之
伝
」
は
和
装
本
で
、
二
七
丁
の
長
さ
で
あ
る
。

　
ま
ず
全
体
的
に
見
て
、
翻
訳
に
お
い
て
大
き
く
省
略
さ
れ
た
原
典
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
原
典
第
一
巻
第
五
章
の
最
後
の
約
五
頁
に
、
原
作
者
が
書
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
ド
ン
に
対

す
る
語
り
か
け
は
全
く
翻
訳
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
如
安
之
伝
」
の
最
後
に
は
翻

訳
者
に
よ
る
読
者
へ
の
言
葉
、
教
訓
が
付
さ
れ
た
。
原
典
の
そ
れ
以
前
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に

関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
段
落
、
頁
単
位
で
大
き
く
省
略
さ
れ
た
部
分
は
な
い
。

　
前
章
で
「
初
編
上
　
黎ブ
ラ

黒ツ
ク

太
子
義イ
ド
ワ
ル
ド

都
華
之
伝
」
の
翻
訳
を
見
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、「
如
安
之
伝
」

に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
作
楽
戸
痴
鶯
は
原
文
の
記
述
の
順
番
に
沿
っ
て
翻
訳
を
行
い
、
原
典
所

収
の
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
如
安
之
伝
」
に
書
か
れ
た
、
ジ
ャ

ン
ヌ
の
誕
生
と
幼
少
時
代
、
オ
ル
レ
ア
ン
と
王
太
子
シ
ャ
ル
ル
を
救
う
決
意
、
ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル

守
備
隊
長
と
の
対
面
、
シ
ノ
ン
で
の
王
太
子
と
の
謁
見
、
オ
ル
レ
ア
ン
解
放
戦
、
ラ
ン
ス
戴
冠
式
、

コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
で
の
捕
縛
、
牢
獄
と
裁
判
、
火
刑
に
処
さ
れ
た
最
期
、
と
い
う
出
来
事
は
、
原

作
に
も
同
じ
順
番
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
翻
訳
者
は
「
例
言
」
で
、「
世
間
に
播
布
す
る
翻
訳
書
と
云
も
の
其
文

前
後
に
し
て
快
暢
な
ら
ず
」
と
従
来
の
翻
訳
の
難
解
さ
や
、「
専
ら
原
文
に
拘
泥
」
す
る
態
度
を

批
判
し
、「
是
を
訳
し
つ
る
に
其
意
を
取
り
て
な
た
ら
か
に
分
解
易
ら
む
や
う
に
ぞ
勤
つ
る
」
と

述
べ
た
。
こ
の
言
葉
の
通
り
、
翻
訳
文
に
は
原
文
に
な
い
事
柄
の
加
筆
も
含
め
、
日
本
の
読
者
に

内
容
を
伝
え
る
た
め
の
工
夫
や
教
育
的
配
慮
も
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
特
徴
を
四
点
に
整
理

し
、
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
フ
ラ
ン
ス
史
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
の
説
明
の
付
加
、
②
ジ
ャ

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
付
加
、
③
戦
闘
の
場
面
で
の
躍
動
感
、
④
ジ
ャ
ン
ヌ
の

「
慈
悲
の
心
」
の
強
調
で
あ
る
。

①
フ
ラ
ン
ス
史
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
の
説
明
の
付
加

　
原
典
に
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
が
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
背
景
に
あ
る
英
仏
百
年
戦
争
（
一
三
三
七

―
一
四
五
三
）
に
関
す
る
説
明
が
な
い
。「
四
百
年
以
上
も
前
」
の
フ
ラ
ン
ス
が
長
期
間
イ
ギ
リ

ス
と
戦
争
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
土
の
大
半
の
所
有
権
が
あ
っ
た
こ
と
が
書
か

れ
た
程
度
で
あ
る
。
一
〇
歳
以
下
の
児
童
読
者
が
理
解
す
る
に
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
「
如
安
之
伝
」
で
は
、
百
年
戦
争
の
発
端
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
王
位
継
承
問
題
、
ス

ロ
イ
ス
の
海
戦
、
ク
レ
シ
ー
の
戦
い
、
ポ
ワ
テ
ィ
エ
の
戦
い
、
十
五
世
紀
の
ヘ
ン
リ
ー
六
世
と
王

太
子
シ
ャ
ル
ル
（
シ
ャ
ル
ル
七
世
）
と
の
間
の
フ
ラ
ン
ス
王
位
継
承
問
題
な
ど
、
約
三
丁
半
に
わ

た
り
年
代
も
交
え
詳
述
さ
れ
た
（
二
編
上
、
二
丁
ウ
～
六
丁
オ
）。
ま
た
、
ラ
ン
ス
戴
冠
式
の
場

面
で
は
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
が
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
以
来
の
伝
統
で
「
神
油
」
を
身
体
に
塗
っ
た
と
い
う

記
述
も
補
わ
れ
た
（
二
編
上
、
一
六
丁
ウ
）。

　
こ
う
し
た
加
筆
か
ら
は
、「
例
言
」
で
の
「
原
文
に
年マ

マ記
を
記
せ
る
こ
と
甚
は
な
は
だ

疎
か
な
れ
は
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
所
々
は
他
書
に
因
り
て
補
ひ
つ
る
」
と
い
う
説
明
が
想
起
さ
れ
、
日
本
の
読
者
に
世

界
史
の
知
識
を
教
授
し
よ
う
と
す
る
翻
訳
者
の
意
図
が
看
取
で
き
る
。

②
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
付
加

　
翻
訳
に
は
ジ
ャ
ン
ヌ
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
付
加
さ
れ
た
。
お
も
に
三
か
所
で
あ
る
。
ま

ず
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
生
誕
地
、
ド
ン
レ
ミ
村
の
記
述
で
あ
る
（
二
編
上
、
一
丁
ウ
）。
村
の
名
前
に

関
す
る
記
述
す
ら
原
典
に
は
な
い
。
次
に
、
王
太
子
シ
ャ
ル
ル
と
初
め
て
の
面
会
時
、
王
太
子
は

ジ
ャ
ン
ヌ
を
試
そ
う
と
臣
下
と
同
じ
服
装
を
身
に
着
け
、
そ
の
中
に
紛
れ
た
が
、
ジ
ャ
ン
ヌ
は
即

座
に
王
太
子
を
見
抜
き
、
そ
の
足
元
に
跪
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
（
二
編
上
、
九
丁
オ
）。

最
後
に
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
男
装
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
で
の
彼
女
の
罪
状

の
一
つ
が
男
装
で
あ
り
、
一
度
は
男
装
を
し
な
い
と
誓
約
さ
せ
ら
れ
、
禁
固
刑
に
処
さ
れ
た
。
し

か
し
「
敵
中
如
安
を
怨
む
を
深
き
者
」
が
獄
中
の
ジ
ャ
ン
ヌ
の
枕
元
に
男
性
用
の
衣
服
を
置
き
、

明治時代初期の児童向け読み物におけるジャンヌ・ダルクの表象
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ま
ず
、
作
楽
戸
痴
鶯
の
翻
訳
が
、
た
し
か
にTales of the G

reat and Brave

を
底
本
と
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
原
文
の
説
明
は
時
に
簡
略
化
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
記
述
の
順
番
に

則
っ
て
翻
訳
文
が
作
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
引
用
部
分
の
前
に
は
「
黎ブ
ラ

黒ツ
ク

太
子
義イ
ド
ワ
ル
ド

都
華
は
紀
元

千
三
百
三
十
年
七
月
生
誕
あ
り
」
と
書
か
れ
、
原
文
に
な
い
年
代
が
付
加
さ
れ
た
の
も
、「
例
言
」

の
説
明
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
翻
訳
文
に
あ
る
「
一
点
も
其
悪
き
と
思
ふ
所
に
染
た
ま
わ
で
」「
間

然
す
る
所
な
き
最
も
有
徳
の
人
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
英
雄
が
児
童
読
者
の
模
範
た
る
人
物
で
あ

る
よ
う
に
、
そ
の
美
徳
を
強
調
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、「
如
安
之
伝
」
は
ど
の
よ

う
に
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
．「
二
編
上
　
仏
郎
西
国
女
傑
如
安
之
伝
」
の
翻
訳
の
様
相

　「
如
安
之
伝
」
は
、Tales of the G

reat and Brave

の
第
一
巻
第
五
章"T

he Story of Joan of 
A

rc"

の
翻
訳
で
あ
る
。
一
八
三
八
年
の
初
版
で
は
原
作
は
全
二
五
頁
の
短
編
で
あ
り
、
翻
訳
の
「
如

安
之
伝
」
は
和
装
本
で
、
二
七
丁
の
長
さ
で
あ
る
。

　
ま
ず
全
体
的
に
見
て
、
翻
訳
に
お
い
て
大
き
く
省
略
さ
れ
た
原
典
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
原
典
第
一
巻
第
五
章
の
最
後
の
約
五
頁
に
、
原
作
者
が
書
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
ド
ン
に
対

す
る
語
り
か
け
は
全
く
翻
訳
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
如
安
之
伝
」
の
最
後
に
は
翻

訳
者
に
よ
る
読
者
へ
の
言
葉
、
教
訓
が
付
さ
れ
た
。
原
典
の
そ
れ
以
前
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に

関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
段
落
、
頁
単
位
で
大
き
く
省
略
さ
れ
た
部
分
は
な
い
。

　
前
章
で
「
初
編
上
　
黎ブ
ラ

黒ツ
ク

太
子
義イ
ド
ワ
ル
ド

都
華
之
伝
」
の
翻
訳
を
見
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、「
如
安
之
伝
」

に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
作
楽
戸
痴
鶯
は
原
文
の
記
述
の
順
番
に
沿
っ
て
翻
訳
を
行
い
、
原
典
所

収
の
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
如
安
之
伝
」
に
書
か
れ
た
、
ジ
ャ

ン
ヌ
の
誕
生
と
幼
少
時
代
、
オ
ル
レ
ア
ン
と
王
太
子
シ
ャ
ル
ル
を
救
う
決
意
、
ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル

守
備
隊
長
と
の
対
面
、
シ
ノ
ン
で
の
王
太
子
と
の
謁
見
、
オ
ル
レ
ア
ン
解
放
戦
、
ラ
ン
ス
戴
冠
式
、

コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
で
の
捕
縛
、
牢
獄
と
裁
判
、
火
刑
に
処
さ
れ
た
最
期
、
と
い
う
出
来
事
は
、
原

作
に
も
同
じ
順
番
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
翻
訳
者
は
「
例
言
」
で
、「
世
間
に
播
布
す
る
翻
訳
書
と
云
も
の
其
文

前
後
に
し
て
快
暢
な
ら
ず
」
と
従
来
の
翻
訳
の
難
解
さ
や
、「
専
ら
原
文
に
拘
泥
」
す
る
態
度
を

批
判
し
、「
是
を
訳
し
つ
る
に
其
意
を
取
り
て
な
た
ら
か
に
分
解
易
ら
む
や
う
に
ぞ
勤
つ
る
」
と

述
べ
た
。
こ
の
言
葉
の
通
り
、
翻
訳
文
に
は
原
文
に
な
い
事
柄
の
加
筆
も
含
め
、
日
本
の
読
者
に

内
容
を
伝
え
る
た
め
の
工
夫
や
教
育
的
配
慮
も
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
特
徴
を
四
点
に
整
理

し
、
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
フ
ラ
ン
ス
史
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
の
説
明
の
付
加
、
②
ジ
ャ

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
付
加
、
③
戦
闘
の
場
面
で
の
躍
動
感
、
④
ジ
ャ
ン
ヌ
の

「
慈
悲
の
心
」
の
強
調
で
あ
る
。

①
フ
ラ
ン
ス
史
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
の
説
明
の
付
加

　
原
典
に
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
が
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
背
景
に
あ
る
英
仏
百
年
戦
争
（
一
三
三
七

―
一
四
五
三
）
に
関
す
る
説
明
が
な
い
。「
四
百
年
以
上
も
前
」
の
フ
ラ
ン
ス
が
長
期
間
イ
ギ
リ

ス
と
戦
争
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
土
の
大
半
の
所
有
権
が
あ
っ
た
こ
と
が
書
か

れ
た
程
度
で
あ
る
。
一
〇
歳
以
下
の
児
童
読
者
が
理
解
す
る
に
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
「
如
安
之
伝
」
で
は
、
百
年
戦
争
の
発
端
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
王
位
継
承
問
題
、
ス

ロ
イ
ス
の
海
戦
、
ク
レ
シ
ー
の
戦
い
、
ポ
ワ
テ
ィ
エ
の
戦
い
、
十
五
世
紀
の
ヘ
ン
リ
ー
六
世
と
王

太
子
シ
ャ
ル
ル
（
シ
ャ
ル
ル
七
世
）
と
の
間
の
フ
ラ
ン
ス
王
位
継
承
問
題
な
ど
、
約
三
丁
半
に
わ

た
り
年
代
も
交
え
詳
述
さ
れ
た
（
二
編
上
、
二
丁
ウ
～
六
丁
オ
）。
ま
た
、
ラ
ン
ス
戴
冠
式
の
場

面
で
は
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
が
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
以
来
の
伝
統
で
「
神
油
」
を
身
体
に
塗
っ
た
と
い
う

記
述
も
補
わ
れ
た
（
二
編
上
、
一
六
丁
ウ
）。

　
こ
う
し
た
加
筆
か
ら
は
、「
例
言
」
で
の
「
原
文
に
年マ

マ記
を
記
せ
る
こ
と
甚
は
な
は
だ

疎
か
な
れ
は
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
所
々
は
他
書
に
因
り
て
補
ひ
つ
る
」
と
い
う
説
明
が
想
起
さ
れ
、
日
本
の
読
者
に
世

界
史
の
知
識
を
教
授
し
よ
う
と
す
る
翻
訳
者
の
意
図
が
看
取
で
き
る
。

②
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
付
加

　
翻
訳
に
は
ジ
ャ
ン
ヌ
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
付
加
さ
れ
た
。
お
も
に
三
か
所
で
あ
る
。
ま

ず
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
生
誕
地
、
ド
ン
レ
ミ
村
の
記
述
で
あ
る
（
二
編
上
、
一
丁
ウ
）。
村
の
名
前
に

関
す
る
記
述
す
ら
原
典
に
は
な
い
。
次
に
、
王
太
子
シ
ャ
ル
ル
と
初
め
て
の
面
会
時
、
王
太
子
は

ジ
ャ
ン
ヌ
を
試
そ
う
と
臣
下
と
同
じ
服
装
を
身
に
着
け
、
そ
の
中
に
紛
れ
た
が
、
ジ
ャ
ン
ヌ
は
即

座
に
王
太
子
を
見
抜
き
、
そ
の
足
元
に
跪
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
（
二
編
上
、
九
丁
オ
）。

最
後
に
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
男
装
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
で
の
彼
女
の
罪
状

の
一
つ
が
男
装
で
あ
り
、
一
度
は
男
装
を
し
な
い
と
誓
約
さ
せ
ら
れ
、
禁
固
刑
に
処
さ
れ
た
。
し

か
し
「
敵
中
如
安
を
怨
む
を
深
き
者
」
が
獄
中
の
ジ
ャ
ン
ヌ
の
枕
元
に
男
性
用
の
衣
服
を
置
き
、
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H
ym

ns and Sketches in Verse

（
一
八
四
一
）
な
ど
複
数
の
作
品
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
フ
レ
イ

ザ
ー
・
タ
イ
ト
ラ
ー
家
は
、
歴
史
家
を
複
数
輩
出
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貴
族
で
あ
り
、
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
の
伯
父
に
は
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
の
古
代
史
・
普
遍
史
担
当
教
授
で
あ
っ
た
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
・
タ
イ
ト
ラ
ー
（A

lexander Fraser T
ytler, Lord W

oodhouselee, 

一
七
四
七
―
一
八
一
三
）
が
い
る
）
（注

（
注

。
彼
は
西
村
茂
樹
編
『
万
国
史
略
』（
一
八
六
九
）、『
校

正
　
万
国
史
略
』（
一
八
七
二
―
一
八
七
六
）
の
原
典
の
一
つ
、Elem

ents of G
eneral H

istory, 

Ancient and M
odern

（
一
八
〇
一
）
の
著
者
で
あ
り
、
明
治
時
代
の
日
本
の
世
界
史
教
育
と
も

縁
が
深
い
）
（注

（
注

。

　
原
典
第
一
巻
の
献
辞
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
ド
ン
の
「
五
歳
の
誕
生
日
」
直
前
の
出
版
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
ま
た
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
ド
ン
へ
の
手
紙
」
と
題
さ
れ
た
第
一
章
に
は
、

原
作
者
が
執
筆
の
際
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
兄
に
作
品
を
読
み
聞
か
せ
、
児
童
に
と
っ
て
難
し
い
言
葉

を
よ
り
簡
単
な
も
の
に
変
え
た
点
も
書
か
れ
た
。
原
作
者
は
ジ
ョ
ー
ジ
に
も
「
八
歳
か
九
歳
ま
で
に
」

こ
の
作
品
を
読
む
こ
と
を
期
待
し
、「
難
し
す
ぎ
る
こ
と
が
一
切
な
い
」
よ
う
配
慮
し
た
（Tales, I, 

p.14

）。
五
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
第
二
巻
の
第
一
章
も
ジ
ョ
ー
ジ
へ
の
「
手
紙
」
で
あ
り
、
二
巻

と
も
本
文
は
児
童
に
語
り
か
け
る
や
さ
し
い
調
子
で
書
か
れ
た
（Tales, II, p.1-3

）。
つ
ま
り
原

典
に
は
、
献
辞
、「
手
紙
」、
本
文
な
ど
、
至
る
と
こ
ろ
に
児
童
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
。『
西
洋

英
傑
伝
』
の
翻
訳
者
が
児
童
読
者
を
意
識
し
た
の
は
、
原
典
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
次
に
具
体
的
な
内
容
を
見
た
い
。
第
一
巻
で
描
か
れ
た
人
物
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
黒
太
子
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
愛
国
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
レ
ス
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
、
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
、
ネ
ル
ソ
ン
提
督
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
八
名
で
あ
る
。
第
二
巻
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヤ
ン

三
世
ソ
ビ
エ
ス
キ
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
、
ア
メ
リ
カ
初
代
大
統
領
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ヴ
ァ

ン
デ
の
反
乱
の
指
導
者
ア
ン
リ
・
ド
・
ラ
・
ロ
シ
ュ
ジ
ャ
ク
ラ
ン
、
チ
ロ
ル
独
立
戦
争
の
英
雄
ア

ン
ド
レ
ア
ス
・
ホ
ー
フ
ァ
ー
、
初
代
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
侯
爵
の
六
名
の
伝
記
が
収
録
さ
れ
た
。

　
つ
ま
り
、『
西
洋
英
傑
伝
』
に
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
黒
太
子
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ル
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
伝
記
を
、Tales of the G

reat and Brave

全
二
巻
は
す

べ
て
含
み
、
さ
ら
に
他
の
九
名
の
人
物
の
伝
記
も
収
録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
欧
羅
巴
諸
英
傑
の
伝

中
尤
〔
も
っ
と
も
ぬ
き
ん
で
〕

抽
て
ゐ
る
事
業
の
み
を
掲
げ
」
た
と
い
う
『
西
洋
英
傑
伝
』
の
「
例
言
」
の
説
明
と
一

致
し
、
こ
の
作
品
が
原
典
と
考
え
て
も
矛
盾
し
な
い
。

　
最
後
に
、
原
文
と
翻
訳
文
と
の
照
応
の
一
例
を
提
示
し
た
い
。「
初
編
上
　
黧ブ
ラ

黒ツ
ク

太
子
義イ
ド
ワ
ル
ド

都
華

之
伝
」
と
原
典
第
一
巻
第
二
章"Life of Edw

ard, the Black Prince"

に
お
け
る
、
エ
ド
ワ
ー

ド
の
幼
少
時
代
の
記
述
の
照
応
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　 Edw

ard the T
hird of England and Philippa of H

inault had been m
arried 

tw
o years, w

hen the birth of an heir to the throne caused the greatest joy 
throughout all England. T

he happiness of the young king w
as excessive, 

and the pride w
hich he felt in the beauty of the little prince w

as but 
com

m
encem

ent of long years of affection, and unw
earied efforts to train him

 
in the path of honour, and to fit him

 for the high station w
hich he hoped he 

w
as one day to fill, and to w

hich, even in childhood, he prom
ised fair to be an 

ornam
ent; for, w

hilst his father led him
 to every m

anly and chivalric exercise, 
and stored his m

ind w
ith all the just and noble sentim

ents w
ith w

hich his 
ow

n abounded, the som
ew

hat fiery tem
per and too daring disposition of the 

king w
ere softened into virtues, in the character of the young prince, by the 

gentle precepts and exam
ple of his m

other, Q
ueen Philippa. A

s he increased 
in years, and his character becam

e m
ore form

ed, it w
as often rem

arked of 
him

, that, avoiding the faults of either side, he had possessed him
self of all 

the virtues of both his parents; that he had the valour w
ithout the rashness 

of Edw
ard; w

hilst the feeling heart and gentleness of disposition derived 
from

 his m
other, so far from

 subduing that courage, raised it to a yet m
ore 

noble and exalted feeling.

（Tales, I, p.18

）

　
　 

父
王
母
君
を
婢め
と

り
給
ひ
し
よ
り
二
歳
を
経
て
太
子
生
誕
な
り
け
れ
バ
闔
国
の
民
衆
悦よ
ろ
こ
ば喜

ざ
る

は
な
く
殊
に
父
王
の
御
歓
喜
一
方
な
ら
で
太
子
の
容
貌
秀
美
を
愛め

で
慈
し
み
物
心
つ
き
給
ふ

頃
よ
り
ハ
誨
え
導
き
て
倦
こ
と
な
く
終
に
は
譲
り
給
ふ
べ
き
王
位
に
相
当
せ
ん
事
を
希
ね
が
い
の
ぞ
み

望
て

専
ら
武
芸
を
演
習
し
め
ら
る
る
に
傍
又
母
君
の
柔
和
な
る
性
質
を
交
え
て
教
へ
導
き
給
へ
れ

バ
太
子
生
長
す
る
に
従
ひ
王
、
妃
双
親
の
徳
を
禀
け
し
し
も
父
王
の
如
き
苛
烈
な
る
事
は
な

く
て
一
点
も
其
悪
き
と
思
ふ
所
に
染
た
ま
わ
で
只
勇
気
と
母
君
の
温
和
な
る
と
を
兼
ね
猛
烈

は
お
は
し
け
れ
ど
も
そ
の
武
を
涜
し
兵
を
弄
ふ
に
至
ら
ず
間
然
す
る
所
な
き
最
も
有
徳
の
人

と
な
り
た
ま
ひ
け
り
（
初
編
上
、
二
丁
オ
～
二
丁
ウ
）

－419－
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「
文
部
省
布
達
・
第
五
八
号
」（
一
八
七
三
年
四
月
二
九
日
）
の
中
で
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
の
で

あ
る
（
注
７
）。

　
翻
訳
者
の
作
楽
戸
痴
鶯
（
本
名
：
山
内
徳
三
郎
、
一
八
四
四
―
一
九
二
四
）
は
万
国
史
教
科
書

の
翻
訳
に
も
関
わ
り
、
当
時
と
し
て
は
世
界
史
に
精
通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
注
８
）。

ま
た
語
学
堪
能

な
人
物
で
も
あ
り
、
一
八
七
二
年
に
は
開
拓
使
御
用
掛
（
翻
訳
方
）
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
そ
の
後

お
雇
い
外
国
人
ラ
イ
マ
ン
に
付
い
て
石
炭
産
業
の
発
展
に
尽
く
し
た
（
注
９
）。

　
書
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
内
容
は
欧
米
の
歴
史
的
人
物
の
伝
記
集
で
あ
る
。「
初
編
上
　

黧ブ
ラ

黒ツ
ク

太
子
義イ
ド
ワ
ル
ド

都
華
之
伝
」、「
初
編
下
　
魯ロ

シ

ヤ
西
亜
大
帝
伯ペ
ー
ト
ル

徳
禄
之
伝
」、「
二
編
上 

仏フ
ラ
ン
ス

郎
西
国
女
傑

如ジ
ヨ
ア
ン安

之
伝
」、「
二
編
下
　
亜ア

メ

リ

カ

墨
利
加
大
統
領
華ワ
シ
ン
ト
ン

盛
頓
之
伝
」、「
三
編
　
仏フ
ラ
ン
ス

郎
西
帝
那ナ
ポ
レ
オ
ン

勃
列
翁
之

伝
」
の
全
三
編
六
冊
で
構
成
さ
れ
る
。
明
治
初
期
の
万
国
史
関
係
の
翻
訳
啓
蒙
書
は
「
子
ど
も
向

き
に
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、『
西
洋
英
傑
伝
』
に
関
し
て
は
児
童

読
者
も
意
識
さ
れ
た
。
冒
頭
に
付
さ
れ
た
「
例
言
」
に
は
、
読
者
に
関
し
「
経
済
の
責
あ
る
諸
君

子
ハ
い
ふ
も
さ
ら
な
り
市
街
の
君
も
児
童
の
伽
物
語
に
読
聞
せ
ゐ
は
ば
育
英
の
楷
梯
に
も
成
る
べ

く
閣コ
ロ
ン
ブ
ス

龍
布
が
亜ア

メ

リ

カ

墨
利
加
を
探
出
せ
し
は
桃
太
郎
が
鬼
が
嶋
に
渡
り
し
に
似
る
へ
く
も
あ
ら
ず
」（
初

編
上
、
二
丁
ウ
）
と
述
べ
ら
れ
、
児
童
読
者
に
「
読
聞
せ
」
る
こ
と
も
意
識
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
如

安
之
伝
」」
の
末
尾
で
は
、
翻
訳
者
の
言
葉
で
、「
世
間
多
少
の
童
子
能
く
此
書
を
読
む
者
を
し
て
、

英
傑
の
功
績
、
賢
善
の
行
状
を
慕
は
し
め
、
勉
め
て
一
日
も
之
に
傚
は
ん
の
心
を
奮
起
せ
し
め
ん
」

（
二
編
上
、
二
七
丁
オ
）
と
「
童
子
」
へ
の
教
育
的
意
図
も
語
ら
れ
た
。

　
先
行
研
究
で
も
、
文
章
の
躍
動
感
と
読
み
や
す
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。
府
川
源
一
郎
は
、「
日
本

の
軍
記
物
の
合
戦
場
面
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
文
体
」
で
、「
読
み
手
を
ぐ
い
ぐ
い
と
引
き
込

む
で
き
あ
が
り
」
と
評
し
た
）
（注

（
注

。
ま
た
、
高
山
一
彦
は
、「
二
編
上
　
仏
郎
西
国
女
傑
如
安
之
伝
」

に
つ
い
て
、「
き
わ
め
て
自
由
・
大
胆
な
記
述
ぶ
り
」
で
ジ
ャ
ン
ヌ
を
「〈
愛
国
心
〉
の
典
型
」
と

な
る
「
無
双
の
女
勇
士
」
と
し
て
描
い
た
と
述
べ
た
）
（（

（
注

。
こ
う
し
た
児
童
向
け
読
み
物
と
し
て
の
性

格
は
、
本
研
究
で
特
定
さ
れ
た
『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
に
も
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で

は
原
典
は
ど
の
よ
う
な
作
品
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
．『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
の
特
定

　
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
レ
イ
ザ
ー
・
タ

イ
ト
ラ
ー
（M

argaret Fraser T
ytler, 

生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
児
童
向
け
の
伝
記
集
、Tales 

of the G
reat and Brave

（
一
八
三
八
）
お
よ
び
、Tales of the G

reat and Brave, Second Series

 （
一
八
四
三
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
）
（注

（
注

。
調
査
は
次
の
よ
う
に
進
め
た
。

　
ま
ず
作
楽
戸
痴
鶯
に
よ
る
「
例
言
」
に
は
、
原
典
に
関
し
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　 

此
程
英
人
法フ

ラ剌
西セ

ル児
氏
の
著
述
せ
る
欧
羅
巴
諸
英
傑
の
伝
中
尤
〔
も
っ
と
も
ぬ
き
ん
で
〕

抽
て
ゐ
る
事
業
の
み
を

掲
げ
し
も
の
を
見
る
に
我
国
人
に
知
ら
せ
ま
ほ
し
き
節
々
多
け
れ
ば
﹇
…
﹈
是
を
訳
し
つ
る

に
其
意
を
取
り
て
な
た
ら
か
に
分
解
易
ら
む
や
う
に
ぞ
勤
つ
る
﹇
…
﹈
原
文
に
年マ

マ記
を
記
せ

る
こ
と
甚
は
な
は
だ

疎
か
な
れ
ば
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
所
々
は
他
書
に
因
り
て
補
ひ
つ
る
こ
と
も
少
か

ら
ず
地
名
の
詳
悉
な
る
や
う
に
勤
め
た
れ
ど
古
来
よ
り
我
国
人
の
知
ら
ざ
る
国
号
さ
へ
多
け

れ
バ
地
名
な
ど
に
至
り
て
ハ
図
画
に
て
指
示
せ
ず
は
心
に
得
が
た
き
こ
と
も
多
か
り
ぬ
べ
し

（
初
編
上
、
一
丁
ウ
～
二
丁
オ
）

　
こ
こ
で
原
典
に
つ
い
て
次
の
四
点
が
判
明
す
る
。
第
一
に
原
作
者
の
名
が
「
法フ

ラ剌
西セ

ル児
」
で
あ

る
点
、
第
二
に
「
英
人
」
と
い
う
言
葉
か
ら
英
語
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
点
、
第
三
に
『
西

洋
英
傑
伝
』
で
は
、「
欧
羅
巴
諸
英
傑
の
伝
」
で
あ
る
原
典
か
ら
「
尤
〔
も
っ
と
も
ぬ
き
ん
で
〕

抽
て
ゐ
る
」
物
語
の
み

が
翻
訳
さ
れ
た
点
、
第
四
に
原
典
に
は
年
代
と
地
名
の
情
報
が
少
な
く
、
翻
訳
者
が
そ
れ
ら
を
調

査
し
、
翻
訳
に
付
加
し
た
点
で
あ
る
。

　
こ
の
「
例
言
」
に
加
え
、
先
行
研
究
で
、
原
作
者
「
法フ

ラ剌
西セ

ル児
」
の
名
の
綴
り
が"Fraser"

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
た
）
（注

（
注

。
ま
た
『
西
洋
英
傑
伝
』
で
描
か
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
関
し
、

一
八
二
一
年
の
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
で
の
死
に
関
す
る
記
述
は
本
文
に
あ
る
の
に
、
一
八
四
〇
年

に
遺
骸
が
フ
ラ
ン
ス
へ
返
還
さ
れ
た
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
三
編
の
末
尾
で
翻
訳
者
が
補
記
し
た
。

し
た
が
っ
て
原
典
は
一
八
二
一
年
か
ら
一
八
四
〇
年
の
間
に
上
梓
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想

さ
れ
た
。

　
以
上
の
条
件
を
満
た
す
作
品
を
大
英
図
書
館O

PA
C

で
検
索
し
）
（注

（
注

、
候
補
の
作
品
の
内
容
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、Tales of the G

reat and Brave

の
内
容
が
、「
例
言
」
の
記
述
と
適
合
し
、

こ
の
作
品
が
翻
訳
の
底
本
と
さ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　Tales of the G
reat and Brave

は
、
原
作
者
が
友
人
の
息
子
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
ド
ン
（George 

Raw
don

）
の
た
め
に
書
い
た
児
童
向
け
の
英
雄
伝
で
あ
り
、
十
歳
前
後
の
児
童
が
読
者
と
し

て
想
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
原
作
者
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
レ
イ
ザ
ー
・
タ
イ
ト
ラ
ー
は
、

一
八
三
〇
年
代
後
半
か
ら
お
も
に
児
童
に
向
け
た
歴
史
物
語
を
執
筆
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
女

性
作
家
で
あ
る
。Tales of the G

reat and Brave

の
ほ
か
、Tales of M

any Lands

（
一
八
三
九
）、

明治時代初期の児童向け読み物におけるジャンヌ・ダルクの表象
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「
文
部
省
布
達
・
第
五
八
号
」（
一
八
七
三
年
四
月
二
九
日
）
の
中
で
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
の
で

あ
る
（
注
７
）。

　
翻
訳
者
の
作
楽
戸
痴
鶯
（
本
名
：
山
内
徳
三
郎
、
一
八
四
四
―
一
九
二
四
）
は
万
国
史
教
科
書

の
翻
訳
に
も
関
わ
り
、
当
時
と
し
て
は
世
界
史
に
精
通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
注
８
）。
ま
た
語
学
堪
能

な
人
物
で
も
あ
り
、
一
八
七
二
年
に
は
開
拓
使
御
用
掛
（
翻
訳
方
）
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
そ
の
後

お
雇
い
外
国
人
ラ
イ
マ
ン
に
付
い
て
石
炭
産
業
の
発
展
に
尽
く
し
た
（
注
９
）。

　
書
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
内
容
は
欧
米
の
歴
史
的
人
物
の
伝
記
集
で
あ
る
。「
初
編
上
　

黧ブ
ラ

黒ツ
ク

太
子
義イ
ド
ワ
ル
ド

都
華
之
伝
」、「
初
編
下
　
魯ロ

シ

ヤ
西
亜
大
帝
伯ペ
ー
ト
ル

徳
禄
之
伝
」、「
二
編
上 

仏フ
ラ
ン
ス

郎
西
国
女
傑

如ジ
ヨ
ア
ン安

之
伝
」、「
二
編
下
　
亜ア

メ

リ

カ

墨
利
加
大
統
領
華ワ
シ
ン
ト
ン

盛
頓
之
伝
」、「
三
編
　
仏フ
ラ
ン
ス

郎
西
帝
那ナ
ポ
レ
オ
ン

勃
列
翁
之

伝
」
の
全
三
編
六
冊
で
構
成
さ
れ
る
。
明
治
初
期
の
万
国
史
関
係
の
翻
訳
啓
蒙
書
は
「
子
ど
も
向

き
に
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、『
西
洋
英
傑
伝
』
に
関
し
て
は
児
童

読
者
も
意
識
さ
れ
た
。
冒
頭
に
付
さ
れ
た
「
例
言
」
に
は
、
読
者
に
関
し
「
経
済
の
責
あ
る
諸
君

子
ハ
い
ふ
も
さ
ら
な
り
市
街
の
君
も
児
童
の
伽
物
語
に
読
聞
せ
ゐ
は
ば
育
英
の
楷
梯
に
も
成
る
べ

く
閣コ
ロ
ン
ブ
ス

龍
布
が
亜ア

メ

リ

カ

墨
利
加
を
探
出
せ
し
は
桃
太
郎
が
鬼
が
嶋
に
渡
り
し
に
似
る
へ
く
も
あ
ら
ず
」（
初

編
上
、
二
丁
ウ
）
と
述
べ
ら
れ
、
児
童
読
者
に
「
読
聞
せ
」
る
こ
と
も
意
識
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
如

安
之
伝
」」
の
末
尾
で
は
、
翻
訳
者
の
言
葉
で
、「
世
間
多
少
の
童
子
能
く
此
書
を
読
む
者
を
し
て
、

英
傑
の
功
績
、
賢
善
の
行
状
を
慕
は
し
め
、
勉
め
て
一
日
も
之
に
傚
は
ん
の
心
を
奮
起
せ
し
め
ん
」

（
二
編
上
、
二
七
丁
オ
）
と
「
童
子
」
へ
の
教
育
的
意
図
も
語
ら
れ
た
。

　
先
行
研
究
で
も
、
文
章
の
躍
動
感
と
読
み
や
す
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。
府
川
源
一
郎
は
、「
日
本

の
軍
記
物
の
合
戦
場
面
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
文
体
」
で
、「
読
み
手
を
ぐ
い
ぐ
い
と
引
き
込

む
で
き
あ
が
り
」
と
評
し
た
）
（注

（
注

。
ま
た
、
高
山
一
彦
は
、「
二
編
上
　
仏
郎
西
国
女
傑
如
安
之
伝
」

に
つ
い
て
、「
き
わ
め
て
自
由
・
大
胆
な
記
述
ぶ
り
」
で
ジ
ャ
ン
ヌ
を
「〈
愛
国
心
〉
の
典
型
」
と

な
る
「
無
双
の
女
勇
士
」
と
し
て
描
い
た
と
述
べ
た
）
（（

（
注

。
こ
う
し
た
児
童
向
け
読
み
物
と
し
て
の
性

格
は
、
本
研
究
で
特
定
さ
れ
た
『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
に
も
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で

は
原
典
は
ど
の
よ
う
な
作
品
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
．『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
の
特
定

　
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
レ
イ
ザ
ー
・
タ

イ
ト
ラ
ー
（M

argaret Fraser T
ytler, 

生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
児
童
向
け
の
伝
記
集
、Tales 

of the G
reat and Brave

（
一
八
三
八
）
お
よ
び
、Tales of the G

reat and Brave, Second Series

 （
一
八
四
三
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
）
（注

（
注

。
調
査
は
次
の
よ
う
に
進
め
た
。

　
ま
ず
作
楽
戸
痴
鶯
に
よ
る
「
例
言
」
に
は
、
原
典
に
関
し
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　 

此
程
英
人
法フ

ラ剌
西セ

ル児
氏
の
著
述
せ
る
欧
羅
巴
諸
英
傑
の
伝
中
尤
〔
も
っ
と
も
ぬ
き
ん
で
〕

抽
て
ゐ
る
事
業
の
み
を

掲
げ
し
も
の
を
見
る
に
我
国
人
に
知
ら
せ
ま
ほ
し
き
節
々
多
け
れ
ば
﹇
…
﹈
是
を
訳
し
つ
る

に
其
意
を
取
り
て
な
た
ら
か
に
分
解
易
ら
む
や
う
に
ぞ
勤
つ
る
﹇
…
﹈
原
文
に
年マ

マ記
を
記
せ

る
こ
と
甚
は
な
は
だ

疎
か
な
れ
ば
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
所
々
は
他
書
に
因
り
て
補
ひ
つ
る
こ
と
も
少
か

ら
ず
地
名
の
詳
悉
な
る
や
う
に
勤
め
た
れ
ど
古
来
よ
り
我
国
人
の
知
ら
ざ
る
国
号
さ
へ
多
け

れ
バ
地
名
な
ど
に
至
り
て
ハ
図
画
に
て
指
示
せ
ず
は
心
に
得
が
た
き
こ
と
も
多
か
り
ぬ
べ
し

（
初
編
上
、
一
丁
ウ
～
二
丁
オ
）

　
こ
こ
で
原
典
に
つ
い
て
次
の
四
点
が
判
明
す
る
。
第
一
に
原
作
者
の
名
が
「
法フ

ラ剌
西セ

ル児
」
で
あ

る
点
、
第
二
に
「
英
人
」
と
い
う
言
葉
か
ら
英
語
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
点
、
第
三
に
『
西

洋
英
傑
伝
』
で
は
、「
欧
羅
巴
諸
英
傑
の
伝
」
で
あ
る
原
典
か
ら
「
尤
〔
も
っ
と
も
ぬ
き
ん
で
〕

抽
て
ゐ
る
」
物
語
の
み

が
翻
訳
さ
れ
た
点
、
第
四
に
原
典
に
は
年
代
と
地
名
の
情
報
が
少
な
く
、
翻
訳
者
が
そ
れ
ら
を
調

査
し
、
翻
訳
に
付
加
し
た
点
で
あ
る
。

　
こ
の
「
例
言
」
に
加
え
、
先
行
研
究
で
、
原
作
者
「
法フ

ラ剌
西セ

ル児
」
の
名
の
綴
り
が"Fraser"

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
た
）
（注

（
注

。
ま
た
『
西
洋
英
傑
伝
』
で
描
か
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
関
し
、

一
八
二
一
年
の
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
で
の
死
に
関
す
る
記
述
は
本
文
に
あ
る
の
に
、
一
八
四
〇
年

に
遺
骸
が
フ
ラ
ン
ス
へ
返
還
さ
れ
た
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
三
編
の
末
尾
で
翻
訳
者
が
補
記
し
た
。

し
た
が
っ
て
原
典
は
一
八
二
一
年
か
ら
一
八
四
〇
年
の
間
に
上
梓
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想

さ
れ
た
。

　
以
上
の
条
件
を
満
た
す
作
品
を
大
英
図
書
館O

PA
C

で
検
索
し
）
（注

（
注

、
候
補
の
作
品
の
内
容
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、Tales of the G

reat and Brave

の
内
容
が
、「
例
言
」
の
記
述
と
適
合
し
、

こ
の
作
品
が
翻
訳
の
底
本
と
さ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　Tales of the G
reat and Brave

は
、
原
作
者
が
友
人
の
息
子
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
ド
ン
（George 

Raw
don

）
の
た
め
に
書
い
た
児
童
向
け
の
英
雄
伝
で
あ
り
、
十
歳
前
後
の
児
童
が
読
者
と
し

て
想
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
原
作
者
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
レ
イ
ザ
ー
・
タ
イ
ト
ラ
ー
は
、

一
八
三
〇
年
代
後
半
か
ら
お
も
に
児
童
に
向
け
た
歴
史
物
語
を
執
筆
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
女

性
作
家
で
あ
る
。Tales of the G

reat and Brave

の
ほ
か
、Tales of M

any Lands

（
一
八
三
九
）、
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ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
表
象
に
時
代
ご
と
の
社
会
情
勢
や
理
想
の
人
間
像
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
渡
邊
の
研
究
で
は
、
シ
ラ
ー
の
『
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』
の
受
容
が
中
心
的

に
検
討
さ
れ
、『
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』
の
翻
訳
に
よ
り
、
戦
士
か
ら
愛
に
悩
む
少
女
へ
と
、
日

本
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
表
象
が
変
化
し
た
と
論
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
両
者
の
研
究
に
お
い
て
『
西

洋
英
傑
伝
』
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
像
に
つ
い
て
は
、「〈
愛
国
心
〉
の
典
型
」
で
あ
っ
た
点

が
指
摘
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
、
作
品
の
内
容
に
深
く
踏
み
込
ん
だ
と
は
言
い
難
い
。

　
ま
た
、
明
治
初
期
の
児
童
文
学
研
究
、
教
科
書
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
国
語
教
育
史
研
究
の

観
点
か
ら
『
西
洋
英
傑
伝
』
を
説
明
し
た
府
川
源
一
郎
の
研
究（
注
３
）、
初
期
の
世
界
史
教
科
書
と
し
て

『
西
洋
英
傑
伝
』
に
言
及
し
た
木
全
清
博
の
研
究
な
ど
が
あ
る
（
注
４
）。

し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い

て
も
、『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
に
、
翻
訳
の
様
相
に
ま
で
踏
み
込
ま
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
本
稿
の
特
徴
は
二
点
あ
る
。
第
一
に
『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
を
特
定
し
、「
如
安
之
伝
」
に

つ
い
て
原
文
と
翻
訳
文
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
明
治
時
代
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
表
象
の
原
点

を
探
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、「
如
安
之
伝
」
を
も
と
に
し
た
再
話
に
着
目
す
る
点
で
あ
る
。
佐

藤
宗
子
に
よ
る
と
、
再
話
と
は
、
何
ら
か
の
原
テ
ク
ス
ト
を
意
識
し
て
新
た
な
テ
ク
ス
ト
を
文
字

化
す
る
作
業
、
及
び
そ
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
定
義
さ
れ
る
。
と
く
に
外
国
文
学
作

品
に
つ
い
て
は
、
原
作
を
一
般
に
紹
介
す
る
翻
訳
・
翻
案
を
「
第
一
次
再
話
」、「
第
一
次
再
話
」

を
原
テ
ク
ス
ト
と
し
、
そ
の
内
容
を
切
り
取
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
を
「
第
二
次
再
話
」
と
呼
ぶ（
注
５
）。

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
物
語
は
、
厳
密
に
は
文
学
作
品
と
呼
べ
な
い
が
、「
如
安
之
伝
」
は
そ
の

後
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
表
象
に
と
っ
て
「
第
一
次
再
話
」
と
し
て
機
能
し
た
側
面
が
あ
る
。

　
本
稿
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
明
治
時
代
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

に
関
す
る
文
献
を
整
理
し
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

第
二
章
で
は
、『
西
洋
英
傑
伝
』
の
性
質
や
、
推
定
さ
れ
る
読
者
層
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
第
三

章
で
は
、『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
を
特
定
す
る
。
第
四
章
で
は
原
典
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ

ル
ク
に
関
す
る
記
述
と
「
如
安
之
伝
」
の
記
述
を
比
較
検
討
し
、
翻
訳
の
際
に
な
さ
れ
た
翻
訳
者

の
配
慮
、
お
よ
び
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
描
か
れ
方
を
検
討
す
る
。
第
五
章
で
は
「
如
安
之
伝
」

の
再
話
の
一
例
を
示
し
、
そ
の
様
相
を
考
察
す
る
。

一
．
明
治
時
代
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
関
す
る
文
献

　
明
治
時
代
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
関
す
る
文
献
の
多
く
は
、
高
山
一
彦
、
渡
邊
洋
子

に
よ
っ
て
既
に
発
見
さ
れ
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
本
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
両
者
の

研
究
に
基
づ
き
な
が
ら
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
文
献
も
加
え
、
二
〇
一
八
年
九
月
の
時
点
で
判
明

し
て
い
る
明
治
時
代
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
文
献
に
つ
い
て
、
本
稿
末
の
表
を
作
成
し
た
（「（
表
）

明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
記
事
、
単
行
本
」）。
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
明
治

時
代
の
早
期
よ
り
、
比
較
的
多
く
の
書
籍
・
雑
誌
の
中
で
描
か
れ
、
現
段
階
で
九
種
の
単
行
本
を

含
む
五
十
種
以
上
の
物
語
・
記
述
が
確
認
さ
れ
た
。

　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
は
概
し
て
次
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一

に
『
世
界
蒙
求
』（
一
八
七
三
）
や
師
範
学
校
編
『
万
国
史
略
』（
一
八
七
四
）
と
い
っ
た
、
歴
史

教
科
書
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
史
の
記
述
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
第
二
に
、
列
伝
形
式
で
書
か
れ
た
英

雄
伝
・
偉
人
伝
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
で
あ
る
。『
西
洋
英
傑
伝
』
の
ほ
か
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・

ク
リ
シ
ー
のThe Fifteen D

ecisive Battles of The W
orld 

（
一
八
五
二
）
を
原
典
と
す
る
『
万
国

有
名
戦
記
』（
一
八
八
四
）、『
泰
西
十
五
大
決
戦
史
』（
一
八
九
〇
）
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。
第
三

に
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
対
象
を
特
化
し
た
伝
記
的
著
作
や
文
学
作
品
の
翻
訳
・
翻
案
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
最
初
の
も
の
は
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
タ
ッ
キ
ー
のJoan of Arc

：The M
aid

（
一
八
八
〇
）

を
翻
訳
し
た
粟
屋
関
一
『
回
天
偉
蹟
　
仏
国
美
談
』（
一
八
八
四
）
で
あ
り
、
そ
の
後
は
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ラ
ー
のD

ie Jungfrau von O
rleans

（
一
八
〇
一
）
を
翻
訳
し
た
、M

.S.S.

生

「
オ
ル
レ
ア
ン
の
を
と
め
」（
一
九
〇
一
）、
藤
沢
古
雪
訳
『
悲
劇
　
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』（
一
九
〇
三
）

が
続
く
。
こ
の
よ
う
に
、
原
典
が
あ
る
程
度
明
確
と
な
っ
て
い
る
作
品
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

再
話
の
方
法
が
取
ら
れ
た
作
品
も
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
の
意
味
で
も
や
は
り
、
最
初
期
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
文
献
で
あ
り
、
初
め
て
の
単
行
本
で

あ
っ
た
『
西
洋
英
傑
伝
』
の
「
如
安
之
伝
」
の
記
述
は
着
目
に
値
し
、
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。
そ
れ
で
は
『
西
洋
英
傑
伝
』
と
は
ど
の
よ
う
な
作
品
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
．『
西
洋
英
傑
伝
』
に
つ
い
て

　『
西
洋
英
傑
伝
』（
一
八
六
九
）
は
、
明
治
時
代
初
期
の
世
界
史
教
育
と
国
語
教
育
に
貢
献
し
た

翻
訳
啓
蒙
書
の
一
冊
で
あ
り
、
児
童
か
ら
成
人
ま
で
広
範
な
年
齢
層
の
読
者
を
持
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
世
界
史
教
育
の
面
で
は
「
学
制
」
頒
布
直
後
、
官
版
万
国
史
教
科
書
が
未
編
纂
の
時
、
教

科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
書
物
の
一
冊
で
あ
っ
た
（
注
６
）。
国
語
教
育
の
面
で
は
、
初
期
の
小
学
校
で
使

用
さ
れ
る
本
の
一
冊
に
文
部
省
か
ら
指
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、「
小
学
校
教
則
」（
一
八
七
二
年
九
月
）

で
指
定
さ
れ
た
教
科
書
に
加
え
、
教
育
現
場
で
読
ま
れ
る
「
読
方
之
部
」
の
「
課
業
書
」
と
し
て

－421－



（7)

千葉大学教育学部研究紀要　第67巻　422～412頁 （2019）

明
治
時
代
初
期
の
児
童
向
け
読
み
物
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
表
象

 

　―
『
西
洋
英
傑
伝
』
を
中
心
に
―

渡

　辺

　貴

　規

　子

千
葉
大
学
・
教
育
学
部

　日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員PD

Representation of Joan of A
rc in the Children’s Book of Early M

eiji Era 
Study on Seiyo Eiketsu D

en (Tales of W
estern H

eros)

W
A

T
A

N
A

BE K
im

iko
Faculty of Education, Chiba U

niversity, JSPS Research Fellow
 (PD

)

　『
西
洋
英
傑
伝
』（
一
八
六
九
）
所
収
「
二
編
上
　
仏
郎
西
国
女
傑
如
安
之
伝
」（
以
下
、「
如
安
之
伝
」）
は
、
明
治
時
代
の
日
本
に
最
初
に
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
紹
介
し
た
書
物
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は

明
治
時
代
の
児
童
文
学
作
品
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
表
象
の
源
で
あ
る
点
、
そ
れ
以
後
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
伝
に
お
い
て
再
話
の
対
象
と
な
っ
た
点
で
重
要
な
作
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
西
洋
英

傑
伝
』
は
明
治
初
期
の
世
界
史
教
育
・
国
語
教
育
に
資
し
た
翻
訳
啓
蒙
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
原
典
が
特
定
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
作
品
に
込
め
ら
れ
た
教
育
的
な
意
味
や
翻
訳
者
の
教
育

的
配
慮
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
『
西
洋
英
傑
伝
』
の
原
典
を
特
定
し
、
原
作
と
「
如
安
之
伝
」
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
翻
訳
に
こ
め
ら
れ
た
教
育
的
配
慮
、
児
童
の
模
範
と
し
て

提
示
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
像
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、「
如
安
之
伝
」
を
も
と
に
再
話
さ
れ
た
物
語
と
の
比
較
も
行
い
、
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。。

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
近
代
文
学
（M

odern Literature

）　
児
童
文
学
（Children’s Literature

）　
翻
訳
（T

ranslation

）　
再
話
（Retold Stories

）　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
（Joan of A

rc

）

は
じ
め
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
明
治
初
期
の
児
童
向
け
の
読
み
物
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
表
象
の

様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
研
究
対
象
と
し
て
『
西
洋
英
傑
伝
』

（
一
八
六
九
）
に
収
録
さ
れ
た
「
二
編
上
　
仏
郎
西
国
女
傑
如
安
之
伝
」（
以
下
、「
如
安
之
伝
」）

に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
表
象
を
検
討
す
る
。

　
本
研
究
は
、
近
代
日
本
児
童
文
学
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
英
雄
の
表
象
に
つ
い
て
調
査
す
る
一

環
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
英
仏
百
年
戦
争
の
末
期
に
フ
ラ
ン
ス
を
救
っ
た
英
雄
と
さ
れ
る
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
児
童
雑
誌
、
児
童
向
け
叢
書
の
中
で
多
く
取
り
扱
わ
れ
た

英
雄
で
あ
る
。
そ
の
言
説
を
分
析
す
る
上
で
、
そ
も
そ
も
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
日
本
に
ど
の
よ

う
に
紹
介
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
管
見
の
限
り
で
は
、「
如
安
之
伝
」
は
、
明
治
時
代
の
日
本
に
最
初
に
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を

紹
介
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
の
記
述
量
を
も
っ
た
、
児
童
読
者
も
意
識
さ
れ
た

文
学
的
な
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
伝
の
内
容
に
も
影
響
を
与
え
た
点
で
、

重
要
な
作
品
で
あ
る
。

　
先
行
研
究
で
は
『
西
洋
英
傑
伝
』
や
「
如
安
之
伝
」
に
関
し
、
十
分
に
分
析
・
検
討
が
加
え
ら

れ
た
と
は
言
い
難
い
。
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
文
学
表
象
に
関
す
る
研
究
は
少
な

い
が
、
そ
の
中
で
も
、
西
洋
史
家
の
高
山
一
彦
と（
注
１
）、
比
較
文
学
者
の
渡
邊
洋
子
の
研
究
か
ら
は
（
注
２
）、

明
治
時
代
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
表
象
に
関
し
、
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
高
山
の
研
究
で

は
『
西
洋
英
傑
伝
』
か
ら
大
正
時
代
初
期
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
文
献
に
つ
い
て
調
査
が
な
さ
れ
、
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